
～初顔合わせ２０１７開催～
新年のはじまり

　新年のはじまりを告げる「初顔合わせ２０１７」
が、１月４日（水）、村コミュニティセンターホール
で行われました。
　大塩川前神楽が開会前に出席者を出迎え、小
椋敏一村長は、「第五次総合振興計画の策定
で、村民総参加、協働による村づくりを進めてい
く」と年頭の挨拶をしました。続いて、村の関係団
体、機関及び来賓の祝辞がありました。
　続けて行われた祝宴では、村の特産品を使っ
たコーナーも設けられ、出席者は今年１年の抱
負や目標を思い思いに話していました。

～今月の主な内容～
P2　村長新年挨拶・H29政策目標
P4　きたしおばらトピックス
P5　地域おこし協力隊活動報告
P6　生涯学習だより
P8　農業委員会制度改正のお知らせ
P10 健康通信
P12 お知らせ・戸籍の窓口
P14 ジオパーク通信・自然コラム
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平成29年　政策目標

未来につなぐ活力ある
　　　　　むらづくりを目指して

村民の皆様の声を聴いて、各課連携による
横断的な事業実施と村民総参加による
協働のむらづくりを推進してまいります。

■ 

村
民
総
参
加
に
よ
る
協
働
の
む
ら
づ
く
り

　
● 

地
域
間
・
世
代
間
の
交
流
の
促
進

　
● 

行
政
区
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

　
● 

歴
史
・
文
化
な
ど
地
域
資
源
の
保
存
活
用

　
● 

空
き
家
の
利
活
用
に
よ
る
定
住
人
口
増
加
対
策

■ 

魅
力
あ
ふ
れ
る
観
光
と
農
業
の
む
ら
づ
く
り

　
● 

東
京
農
業
大
学
と
の
包
括
的
支
援
協
定

　
　
　（
新
規
作
物
の
導
入
・
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
）

　
● 

農
業
振
興
公
社
設
立
に
向
け
た
準
備

　
● 

森
林
資
源
の
活
用

　
● 

ワ
カ
サ
ギ
ふ
化
施
設
を
核
と
し
た
観
光
と
連
携
し
た
漁
業
の
振
興

　
● 

観
光
施
設
整
備

　
● 

観
光
Ｐ
Ｒ
の
強
化

　
● 

企
業
誘
致
（
工
場
立
地
促
進
・
工
場
用
地
確
保
）

■ 

安
全
・
安
心
で
暮
ら
し
や
す
い
む
ら
づ
く
り

　
● 

防
災
・
減
災
行
政
の
推
進

　
　
　（
デ
ジ
タ
ル
防
災
無
線
の
活
用
・
火
山
防
災
対
策
・
防
災
拠
点
施
設
の
計
画
）

　
● 

消
防
防
災
組
織
の
強
化

　
● 

健
康
長
寿
の
推
進

■ 

未
来
に
つ
な
ぐ
人
材
を
育
て
る
む
ら
づ
く
り

　
● 

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

　
● 

幼
小
中
連
携
に
よ
る
一
貫
教
育
と
学
力
の
向
上

　
● 

教
育
環
境
整
備

　
● 

若
者
定
住
住
宅
、
住
宅
用
地
の
整
備

■ 

女
性
や
若
者
が
活
躍
で
き
る
む
ら
づ
く
り

　
● 

各
分
野
に
お
け
る
積
極
的
な
女
性
の
登
用

　
● 

結
婚
か
ら
出
産
、
入
学
、
医
療
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
支
援

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
新
し
い
年
を
迎
え
、
す
べ
て
の
村
民
の
皆
様
方
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
、
心
を
込
め
て
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

を
申
し
上
げ
ま
す
。
村
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
村
政
の

運
営
に
対
し
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
支
援
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
国
に
お
い
て
は
、
人
口
減
少
、
高
齢
化
、
現
役
世
代
の
先

行
き
不
安
を
構
造
的
課
題
と
し
て
捉
え
、
そ
の
取
組
み
に
よ

り
、「
成
長
と
分
配
の
好
循
環
」
を
生
み
出
す
こ
と
を
経
済

財
政
政
策
の
柱
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
村
に
お
い
て
も
、
同
様
の
構
造
的
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま

す
。
課
題
の
解
決
に
向
け
ま
し
て
は
、
特
色
を
活
か
し
て
農

林
漁
業
と
商
工
観
光
業
の
振
興
を
図
り
ま
す
。
ま
ず
、
産
業

振
興
が
、
村
内
経
済
の
循
環
と
活
性
化
を
も
た
ら
し
ま
す
。

次
に
教
育
と
文
化
の
振
興
と
福
祉
の
向
上
が
、
い
き
が
い
と

生
活
の
質
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、
消
防
防
災
、
道
路
や
上
下
水
道
な
ど
の
生
活
の

イ
ン
フ
ラ
の
維
持
が
、安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
を
守
り
ま
す
。

　
こ
の
循
環
を
確
立
さ
せ
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が

笑
顔
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
、
そ
し
て
、
若
者
の
定
住
が

進
み
、
女
性
の
活
躍
の
機
会
が
増
え
る
村
づ
く
り
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
が
、
私
が
描
く
「
未
来
に
つ
な
ぐ
活
力
あ
る
村
づ
く

り
」
の
姿
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
全
国
各
地
で
、
地
震

や
台
風
、
暴
風
雪
な
ど
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
県

内
で
も
、
会
津
地
方
で
の
凍
霜
害
、
火
山
警
戒
、
福
島
県
沖

地
震
な
ど
、
年
間
を
通
じ
て
自
然
災
害
が
発
生
し
、
防
災
と

減
災
行
政
の
重
要
性
を
改
め
て
強
く
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
一
億
総
活
躍
社
会
を
目
指
す
た
め
の
「
働
き
方
改

未
来
に
つ
な
ぐ

活
力
あ
る
む
ら
づ
く
り
を

目
指
し
て

北
塩
原
村
長

革
」
へ
の
取
り
組
み
は
、
高
齢
者
雇
用
、
子
育
て
支
援
、
介

護
支
援
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
に
大
き
く
関
わ
っ
て
く
る
取

組
み
で
す
。

　
本
年
に
お
き
ま
し
て
は
、
現
在
策
定
中
の
「
第
五
次
総
合

振
興
計
画
」
を
基
本
と
し
て
、
二
年
目
を
迎
え
る
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
」
の
基
本
目
標
を
ふ
ま
え
、
政
策

目
標
に
向
か
っ
て
、
全
庁
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
ず
、地
域
間
・
世
代
間
の
交
流
を
促
進
し
、地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
機
能
を
高
め
、
自
然
・
歴
史
・
文
化
な
ど
村
な
ら
で

は
の
地
域
資
源
の
保
存
活
用
、
継
承
を
、
村
民
総
参
加
に
よ

る
協
働
に
よ
っ
て
進
め
、
村
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
観
光
施
設
の
整
備
と
教
育
旅
行
の
回
復
、
多
彩
な
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
推
進
な
ど
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
観
光
を
全
国
に
発
信
す

る
と
と
も
に
、
東
京
農
業
大
学
と
の
包
括
的
連
携
の
取
組
み

に
よ
り
、
エ
ミ
ュ
ー
の
Ｐ
Ｒ
、
新
規
作
物
の
導
入
、
農
業
振

興
公
社
の
設
立
の
準
備
を
加
速
化
し
ま
す
。
観
光
と
の
連
携

に
よ
る
安
定
し
た
漁
業
の
確
立
や
森
林
資
源
の
活
用
な
ど
、

産
業
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

　
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
、
健
康
づ
く
り
、
福
祉
の

充
実
な
ど
、
安
全
・
安
心
で
暮
ら
し
や
す
い
村
に
向
か
っ
て
、

結
婚
か
ら
子
育
て
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
、
雇
用
の
確

保
、
教
育
環
境
の
一
層
の
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
住
宅
用
地
の
確
保
や
公
営
住
宅
整
備
に
取
り
組
み
、

各
分
野
で
の
女
性
の
登
用
を
進
め
、
若
者
や
女
性
が
活
躍
で

き
る
、
そ
し
て
住
ん
で
み
た
い
と
思
う
魅
力
あ
る
村
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

　
本
年
も
村
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
最
良
の
年
に
な
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

▲磐梯山と桧原湖

　
小
椋
敏
一
村
長
、大
竹
良
幸
議
長
は
平
成
28
年
11

月
22
日
〜
26
日
、
台
湾
を
訪
問
し
、
中
学
生
台
湾
派

遣
交
流
事
業
の
派
遣
先
と
な
っ
て
い
る
魚
池
郷
の

陳
錦
倫
郷
長
と
今
後
の
交
流
な
ど
に
つ
い
て
意
見

を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
魚
池
郷
は
台
湾
で
一
番
大
き
な
湖
「
日
月
潭
」
を

有
す
る
風
光
明
媚
な
地
域
で
、北
塩
原
村
と
環
境
が

似
て
い
ま
す
。陳
郷
長
は
当
村
と
の
交
流
に
つ
い
て

「
台
湾
と
日
本
は
絆
が
深
い
。ど
ん
ど
ん
交
流
し
て

い
け
れ
ば
」と
前
向
き
な
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

　
小
椋
村
長
ら
は
平
成
27
年
に
学
校
交
流
を
行
っ

た
魚
池
国
民
中
学
校
も
訪
問
。林
家
如
校
長
に
来
年

以
降
の
学
校
交
流
の
継
続
を
要
請
し
、了
承
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
台
湾
の
対
日
窓
口
機
関「
亞
東
関
係

協
会
」や
南
投
県
政
府
観
光
処
な
ど
も
訪
問
し
、
東

日
本
大
震
災
以
降
の
支
援
に
対
す
る
御
礼
や
、村
と

台
湾
の
交
流
に
対
す
る
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

▶
今
後
の
交
流
に
つ
い
て
意
見
を

　交
わ
す
小
椋
村
長
と
陳
郷
長

▶
魚
池
国
民
中
学
校
に
て

ぎ
ょ
ち
ご
う

に
ち
げ
つ
た
ん

あ
と
う

な
ん
と
う
け
ん

小
椋
村
長
、大
竹
議
長
が

台
湾・魚
池
郷
を

訪
問
し
ま
し
た
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。
県

内
で
も
、
会
津
地
方
で
の
凍
霜
害
、
火
山
警
戒
、
福
島
県
沖

地
震
な
ど
、
年
間
を
通
じ
て
自
然
災
害
が
発
生
し
、
防
災
と

減
災
行
政
の
重
要
性
を
改
め
て
強
く
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
一
億
総
活
躍
社
会
を
目
指
す
た
め
の
「
働
き
方
改

未
来
に
つ
な
ぐ

活
力
あ
る
む
ら
づ
く
り
を

目
指
し
て

北
塩
原
村
長

革
」
へ
の
取
り
組
み
は
、
高
齢
者
雇
用
、
子
育
て
支
援
、
介

護
支
援
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
に
大
き
く
関
わ
っ
て
く
る
取

組
み
で
す
。

　
本
年
に
お
き
ま
し
て
は
、
現
在
策
定
中
の
「
第
五
次
総
合

振
興
計
画
」
を
基
本
と
し
て
、
二
年
目
を
迎
え
る
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
」
の
基
本
目
標
を
ふ
ま
え
、
政
策

目
標
に
向
か
っ
て
、
全
庁
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
ず
、地
域
間
・
世
代
間
の
交
流
を
促
進
し
、地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
機
能
を
高
め
、
自
然
・
歴
史
・
文
化
な
ど
村
な
ら
で

は
の
地
域
資
源
の
保
存
活
用
、
継
承
を
、
村
民
総
参
加
に
よ

る
協
働
に
よ
っ
て
進
め
、
村
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
観
光
施
設
の
整
備
と
教
育
旅
行
の
回
復
、
多
彩
な
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
推
進
な
ど
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
観
光
を
全
国
に
発
信
す

る
と
と
も
に
、
東
京
農
業
大
学
と
の
包
括
的
連
携
の
取
組
み

に
よ
り
、
エ
ミ
ュ
ー
の
Ｐ
Ｒ
、
新
規
作
物
の
導
入
、
農
業
振

興
公
社
の
設
立
の
準
備
を
加
速
化
し
ま
す
。
観
光
と
の
連
携

に
よ
る
安
定
し
た
漁
業
の
確
立
や
森
林
資
源
の
活
用
な
ど
、

産
業
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

　
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
、
健
康
づ
く
り
、
福
祉
の

充
実
な
ど
、
安
全
・
安
心
で
暮
ら
し
や
す
い
村
に
向
か
っ
て
、

結
婚
か
ら
子
育
て
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
、
雇
用
の
確

保
、
教
育
環
境
の
一
層
の
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
住
宅
用
地
の
確
保
や
公
営
住
宅
整
備
に
取
り
組
み
、

各
分
野
で
の
女
性
の
登
用
を
進
め
、
若
者
や
女
性
が
活
躍
で

き
る
、
そ
し
て
住
ん
で
み
た
い
と
思
う
魅
力
あ
る
村
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

　
本
年
も
村
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
最
良
の
年
に
な
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

▲磐梯山と桧原湖

　
小
椋
敏
一
村
長
、大
竹
良
幸
議
長
は
平
成
28
年
11

月
22
日
〜
26
日
、
台
湾
を
訪
問
し
、
中
学
生
台
湾
派

遣
交
流
事
業
の
派
遣
先
と
な
っ
て
い
る
魚
池
郷
の

陳
錦
倫
郷
長
と
今
後
の
交
流
な
ど
に
つ
い
て
意
見

を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
魚
池
郷
は
台
湾
で
一
番
大
き
な
湖
「
日
月
潭
」
を

有
す
る
風
光
明
媚
な
地
域
で
、北
塩
原
村
と
環
境
が

似
て
い
ま
す
。陳
郷
長
は
当
村
と
の
交
流
に
つ
い
て

「
台
湾
と
日
本
は
絆
が
深
い
。ど
ん
ど
ん
交
流
し
て

い
け
れ
ば
」と
前
向
き
な
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

　
小
椋
村
長
ら
は
平
成
27
年
に
学
校
交
流
を
行
っ

た
魚
池
国
民
中
学
校
も
訪
問
。林
家
如
校
長
に
来
年

以
降
の
学
校
交
流
の
継
続
を
要
請
し
、了
承
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
台
湾
の
対
日
窓
口
機
関「
亞
東
関
係

協
会
」や
南
投
県
政
府
観
光
処
な
ど
も
訪
問
し
、
東

日
本
大
震
災
以
降
の
支
援
に
対
す
る
御
礼
や
、村
と

台
湾
の
交
流
に
対
す
る
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

▶
今
後
の
交
流
に
つ
い
て
意
見
を

　交
わ
す
小
椋
村
長
と
陳
郷
長

▶
魚
池
国
民
中
学
校
に
て

ぎ
ょ
ち
ご
う

に
ち
げ
つ
た
ん

あ
と
う

な
ん
と
う
け
ん

小
椋
村
長
、大
竹
議
長
が

台
湾・魚
池
郷
を

訪
問
し
ま
し
た
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魅 力発信！
から

■地域おこし協力隊活動報告■

＊我が家のかぼちゃ料理コンテストを開催しました！！
　北塩原村大塩エリアにある上川前の方々が中心となり、川前
かぼちゃＰＲプロジェクト「我が家のかぼちゃ料理コンテスト」を
開催しました。出品された料理は、ケーキ、サラダ、ようかんなど、
様々なシチュエーションで味わえる物であり、どれも色鮮やかで、
かぼちゃの特徴を引き出した料理でした。

○料理レシピの閲覧方法
　ホテル、民宿、ペンションを営んでいる方々や、今日の夕食の
献立が決まっていない方 に々お知らせです。
　料理コンテストの結果は、12月下旬より、
以下の場所で閲覧できるようなります。
○生涯学習センター　1Ｆカフェテリア
○北塩原村地域おこし協力隊Facebook

△全13種類のかぼちゃ料理レシピを閲覧することができます。
もし、この料理を食べておいしかったら、周りのお友達や、SNS
等で「川前かぼちゃ」を紹介していただけるとうれしいです。

△色鮮やかで、かぼちゃの甘みを味わ
うことのできる川前かぼちゃ料理

△料理コンテストに出品して
くださった上川前の方々

第14回　川前かぼちゃってご存知ですか？

Monthly Reporter
柴田　健一
しばた　けんいち
松陽台在住・実家は山形です。

勝川（下吉地区在住・愛知県出身）からの
お知らせです。空き家に関するお問合せ
は、お気軽に声をかけてください。

空き家バンク順次登録中！（平成28年12月14日現在）
登録件数　　7件　　登録物件問い合わせ件数7件
登録依頼中　2件

※空き家バンクは、土地のみの登録も可能です。

【はみだし活動報告】

きたしおばらトピックスきたしおばらトピックス

須藤信立さん村の教育行政振興に寄与　～瑞宝双光章叙勲伝達式～12月9日（金）
　瑞宝双光章に輝いた、須藤信立さん（北山二区）の叙勲伝達式が、役場
村長室で行われました。
　須藤さんは、旧大塩中学校を振り出しに熱塩小学校長で退職するまで
39年間、教べんに立ちました。平成５年からは村教育長を７年６ヶ月務め
られ、村教育行政の振興に大きく寄与されました。
　式では、小椋村長より「長年築かれた教育行政を引き継ぎたい」と感謝
を述べ、勲記・勲章を須藤さんに伝達しました。須藤さんの妻タミ子さん、
長女の遠藤紀子さん、次女の宍戸泰子さん、長男の健治さん、副村長、教
育長が同席しました。受章おめでとうございます。

　さくら小学校5年生の上野睦実さんの作文「見守り隊の方の
ありがたさ」が福島県防犯協会連合会の主催する地域安全作
文小学生の部で応募数80点の中から喜多方警察署管内では
ただひとり佳作に選ばれました。
　押切川公園体育館で行われた年末・年始事件事故防止活動
出動式において受賞した作文を発表し、松陽台の子ども見守
り隊のみなさんの活動のおかげで毎朝安心して学校へ登校出
来ることについて、感謝していました。また、当日は、喜多方警
察署長より１日喜多方警察署長を委嘱され立派に務めていま
した。

小椋隆治さん行政区長として地域の発展に尽力　～自治会等地縁による団体功労者総務大臣表彰～12月8日（木）

上野睦実さんが１日喜多方警察署長　～年始事件事故防止活動出動式～12月9日（金）

　小椋隆治氏（小野川）の「自治会等地縁による団体功労者総務大臣表彰」の
伝達式が役場村長室において行われ、小椋村長より小椋氏に表彰状が伝達さ
れました。
　小椋氏は、昭和55年４月から昭和60年３月までの５年間及び平成11年４月
から平成28年３月までの17年間の通算22年の永きにわたり小野川行政区長と
して、村と地域住民をつなぐパイプ役となり、地域社会の維持発展と安心安全
の向上にご尽力されました。

▲御家族と一緒に

農業活性化策探る　～地域づくり講演会・ふるさと産品試食会～11月18日（金）
　村と東京農業大学による地域づくり講演会・ふるさと産品試食会が開
催されました。東京農業大学豊原秀和前副学長、宮田正信農学部非常勤
講師が「地域資源の活かし方」をテーマに講演を行いました。二人は休
耕地を利用した体験農業、南米原産のキヌアやキクイモなどの新規作物
の効能、エミュー飼育による加工品開発の可能性を紹介されました。
　講演後、試食会が開かれ、東京農業大学食品加工技術センター野口
教授より、キクイモを使った蕎麦やうどん、かぼちゃのジャム、エミュー
の卵を使ったどら焼きやジャーキーが紹介されました。
　参加者からは「美味しい」、「特産品になる」などの声があがりました。 ▲エミュー加工食品の試食

▲22年間区長として活躍した小椋さん（左）

▲大会に向けて決意を語る

裏磐梯小中学生がバドミントンで躍進　～裏磐梯スポーツ少年団全国大会・裏磐梯中バドミントン部東北大会出場～12月20日（火）
　裏磐梯スポーツ少年団全国大会出場ならびに裏磐梯中学校バドミ
ントン部東北大会出場に伴う小椋村長への出場報告がありました。
　裏磐梯スポーツ少年団バドミントン部に所属する星夢さん（裏磐梯
小６年）は、平成28年９月に行われた福島県代表選手選考会女子ダブ
ルスで第２位に輝き、12月に行われた全国小学生バドミントン選手権
大会に出場を果たしました。
　裏磐梯中学校バドミントン部は、11月に行われた福島県中学生新人
バドミントン競技大会で星心さん（２年）が女子シングルスベスト８
に、粟野太陽さん、小椋拓実さん（２年）が男子ダブルスでベスト８に
入り、１２月に行われた東北中学校バドミントン選手権大会に出場を
果たしました。今後ますますの活躍が期待されます。

▲1日署長を務めた上野さん（右）

◀
表
彰
を
受
け
る

　遠
藤
団
長

北塩原村消防団が喜多方警察署長感謝状を受賞　～喜多方警察署長感謝状贈呈式～12月28日（水）
　喜多方警察署長感謝状贈呈式が、喜多方警察署で行われ、平成28年に警
察業務に貢献した52の団体及び個人に対して、渡邉署長より感謝状の贈呈が
行われました。その中で、北塩原村消防団は行方不明者の捜索に貢献したと
認められ受賞することとなり、贈呈式では消防団を代表して遠藤団長が受賞
しました。
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　講演後、試食会が開かれ、東京農業大学食品加工技術センター野口
教授より、キクイモを使った蕎麦やうどん、かぼちゃのジャム、エミュー
の卵を使ったどら焼きやジャーキーが紹介されました。
　参加者からは「美味しい」、「特産品になる」などの声があがりました。 ▲エミュー加工食品の試食

▲22年間区長として活躍した小椋さん（左）

▲大会に向けて決意を語る

裏磐梯小中学生がバドミントンで躍進　～裏磐梯スポーツ少年団全国大会・裏磐梯中バドミントン部東北大会出場～12月20日（火）
　裏磐梯スポーツ少年団全国大会出場ならびに裏磐梯中学校バドミ
ントン部東北大会出場に伴う小椋村長への出場報告がありました。
　裏磐梯スポーツ少年団バドミントン部に所属する星夢さん（裏磐梯
小６年）は、平成28年９月に行われた福島県代表選手選考会女子ダブ
ルスで第２位に輝き、12月に行われた全国小学生バドミントン選手権
大会に出場を果たしました。
　裏磐梯中学校バドミントン部は、11月に行われた福島県中学生新人
バドミントン競技大会で星心さん（２年）が女子シングルスベスト８
に、粟野太陽さん、小椋拓実さん（２年）が男子ダブルスでベスト８に
入り、１２月に行われた東北中学校バドミントン選手権大会に出場を
果たしました。今後ますますの活躍が期待されます。

▲1日署長を務めた上野さん（右）

◀
表
彰
を
受
け
る

　遠
藤
団
長

北塩原村消防団が喜多方警察署長感謝状を受賞　～喜多方警察署長感謝状贈呈式～12月28日（水）
　喜多方警察署長感謝状贈呈式が、喜多方警察署で行われ、平成28年に警
察業務に貢献した52の団体及び個人に対して、渡邉署長より感謝状の贈呈が
行われました。その中で、北塩原村消防団は行方不明者の捜索に貢献したと
認められ受賞することとなり、贈呈式では消防団を代表して遠藤団長が受賞
しました。
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ご寄贈ありがとうございます
　村の文化や歴史を物語る民具や古文書などを昨年も多くの
方々から公民館にご寄贈いただきました。厚く御礼申し上げます。
　公民館では、村の暮らしや歴史を物語る道具・写真・文書な
どをご寄贈いただける方からのご連絡をお待ちしています。
【ご寄贈いただいた方々。寄贈順】
　伊藤勝さん（民具・木地関連資料ほか多数）、穴澤幸次さん

（民具）、東條録さん（古文書、民具）、五十嵐好江さん（鋸）、鈴木
隆一郎さん（古文書）、内海
周さん（民具）、外島二郎さ
ん（鋸ほか民具）、塚野石材
さん（展示ケース）、小椋文
枝さん（古文書）、内海佐吉
さん（脱穀機ほか）、鈴木チ
イノさん（古写真）、五十嵐
惣八さん（半唐箕ほか民具）

チャレンジスクール

今後予定している公民館事業のお知らせ お気軽に村公民館までご連絡ください。

①第１回少年少女スキー教室
　○日程：１月２２日（日）
　○場所：裏磐梯スキー場
②第２回少年少女スキー教室
　○日程：２月５日（日）
　○場所：裏磐梯スキー場

③チャレンジスクール（雪っこ体験）
　○日程：２月１８日（土）
　○場所：裏磐梯サイトステーション他

※同日開催の『南相馬市小学生招待事業』にて南相
馬市の小学生と交流しながら雪遊びをします！

▲村人の生きたあかしを未来へ

〝のぼら～（ボルダリング教室）〟

　普段触れる事のできないスポーツにチャレンジしようと１２月
３日（土）裏磐梯もくもく自然塾にてボルダリング教室が行われ
ました。
　『登り方や、そのルートは君しだい!』と講師 渡邊亮さんから
指導された通り、参加者は目標のマークを決めルートを考え試
行錯誤しながら何度も何度もチャレンジしていました。

『読み聞かせ会』
〝文部科学大臣表彰″ 受賞
祝 北塩原村学校支援地域本部

　「読み聞かせ会」は１２月１０日（土）、芙蓉保育園にてお遊戯
会と合同で開催されました。読み聞かせ団体「きらきら文庫」に
よる大きなスクリーンを用い
た読み聞かせでは、迫力ある
語りと映像を大人も子ども
も楽しんでいました。また、絵
本が子どもに与える影響な
どについてお話があり、保護
者にとっても良い機会となり
ました。

▲時間を忘れて取り組む参加者たち

～読書で心をあったかく～
　公民館では、北山構造改善センター、大塩生涯学習セン
ター、桧原出張所、裏磐梯自然環境活用センターに図書室・
図書コーナーを設置しています。それぞれに配置されている
図書リストから、村内各所の図書を取り寄せることもできま
す。皆様のご利用をお待ちしております。

～図書をご寄贈いただきました～
　伊藤延廣さん、赤城弘美さん、鎌田一行さん、角田純一さ
ん、穴澤一男さん、赤木進二さん、内海睦さんから、公民館に
多数の図書をご寄贈いただきました（H28．１月～ 12月）。順
次、村内各所に配架しております。御礼申し上げます。ありがと
うございました。

✿やせるおかず作りおき（北山）
✿ハリーポッターと呪いの子（北山）
✿もう ぬげない（北山）　　 ✿会津の郷土料理（大塩）
✿夜行（大塩）　　　✿桧原軍　穴澤一族の戦い（大塩）
✿海の底（桧原）　　　　　✿増山超能力事務所（桧原）
✿世界でいちばん貧しい大統領のスピーチ（桧原）
✿全部レンチン！やせるおかず（裏磐梯）
✿校閲ガール（裏磐梯）　　✿小説　君の名は（裏磐梯）

現役一流選手から走る楽しさを学ぶ！

～第29回野馬追いの里健康マラソン大会・
　　　　　第５回みらい夢こども交流事業～

　本村の交流自治体である南相馬市ではこのほど、野馬追
の里健康マラソン大会並びにみらい夢こども交流事業が12
／３、４の２日間に渡り開催され、村内の中学生５名と小学生
２名の計７名が招待を受け参加しました。
　イベントには、同市が交流する14自治体から総勢約150名
の小中学生が参加しました。１日目に開催されたみらい夢こ
ども交流事業では、名刺交換などで他の自治体の選手らと
交流を深めました。また、同市出身のオリンピック選手や実
業団、強豪大学の一流選手らとワークショップを行い、現役
選手の走ることに対する情熱や想いを学びました。
　２日目には、野馬追の里健康マラソン大会にエントリー。
生徒らは今年１年間、精一杯練習に励んできた集大成を飾ろ
うと、最後まで懸命に走りぬきました。

～きたしおばら交流フェスタ２０１６
　　　　　　　　　　重縁市寄付～

　きたしおばら交流フェスタ2016で行った「重縁市」で皆様
から頂いた寄付金を、村内の団体に寄付しました。平成27年
度分を村社会福祉協議会会長へ（5,971円）、平成28年度分を
村老人クラブ連合会会長へ（10,216円）、実行委員長鈴木力
雄教育長からお渡ししました。

▲村社会福祉協議会
　高橋光秋会長へ

▲村老人クラブ連合会
　五十嵐好江会長へ

▲名刺交換をして交流を
　深める樟山瑛翔君

▲懸命に走る雅樂川歩君

幼児教育支援事業

『たのしいお話し会』
　読書活動への興味や関心を高めることを目的とした「たのし
いお話し会」は１２月１４日（水）裏磐梯幼稚園で開催されまし
た。喜多方市立図書館佐藤由佳理館長による絵本の読み聞か
せや、手遊びを行っていただき、子ども達はお話しを聞くだけで
なく、絵を見つけたり、場面に合わせて一緒に掛け声をかけた
りと楽しんでいました。
　また、その後は保護者を対象とした家庭での読み聞かせに
ついてのお話があり、幼児期における本の選び方や、読み聞か
せのポイントなどを教えて頂きました。

　学校と地域が連携・協働して行う学校支援活動において、
他の模範となる取り組みを行っている団体へ表彰される平成
２８年度「地域学校協働活動」推進に係る文部科学大臣表彰
式が１２月８日、文部科学省講堂において開催され、「北塩原
村学校支援地域本部」が表彰されました。
　北塩原村学校支援地域本部では、地域の人々が各々の個
性を活かし、教育活動を支援することで自らの学習成果活用
の機会を拡げるとともに、地域力を学校支援に活かす「学校
の応援団」事業を平成２３年度から推進しています。
　平成27年度末の段階では、学校支援ボランティア登録者
数が９３名、支援回数は２９３回、ボランティア実績は1,612人
となっており、「地域と学校の橋渡し役」として重要な役割を
担っています。
　今後も学校と地域の繋がりを密にし、子ども達の成長を支
援していきたいと思います。

▲絵本に夢中になる子ども達 ▲佐藤館長より読み聞かせの
　ポイントなどを聞く保護者

▲読み聞かせをするきらきら
　文庫代表の酒井さん

▲中学校文化祭での
　異世代交流の様子

▲学校支援ボランティアに
　よる読み聞かせの様子

幼児教育支援事業

『親の子ども理解、子の親理解』
　１２月１５日（木）裏磐梯中学校において保健講座が開催され、生
徒と保護者合わせて３５名が参加しました。
　講師には、大人への応援講座講師　熊坂律子氏をお招きし、

「親の子ども理解、子の親理解」
と題した講演を行いました。
　子どもの気持ち（考え）や、親
の気持ち（考え）についてお互
いに意見を出し合うなどし、思
春期における親と子のコミュニ
ケーションについて学びました。▲講師：熊坂律子氏

家庭教育支援事業

◇新規購入図書(配架場所)◇

のぼら～
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ご寄贈ありがとうございます
　村の文化や歴史を物語る民具や古文書などを昨年も多くの
方々から公民館にご寄贈いただきました。厚く御礼申し上げます。
　公民館では、村の暮らしや歴史を物語る道具・写真・文書な
どをご寄贈いただける方からのご連絡をお待ちしています。
【ご寄贈いただいた方々。寄贈順】
　伊藤勝さん（民具・木地関連資料ほか多数）、穴澤幸次さん

（民具）、東條録さん（古文書、民具）、五十嵐好江さん（鋸）、鈴木
隆一郎さん（古文書）、内海
周さん（民具）、外島二郎さ
ん（鋸ほか民具）、塚野石材
さん（展示ケース）、小椋文
枝さん（古文書）、内海佐吉
さん（脱穀機ほか）、鈴木チ
イノさん（古写真）、五十嵐
惣八さん（半唐箕ほか民具）

チャレンジスクール

今後予定している公民館事業のお知らせ お気軽に村公民館までご連絡ください。

①第１回少年少女スキー教室
　○日程：１月２２日（日）
　○場所：裏磐梯スキー場
②第２回少年少女スキー教室
　○日程：２月５日（日）
　○場所：裏磐梯スキー場

③チャレンジスクール（雪っこ体験）
　○日程：２月１８日（土）
　○場所：裏磐梯サイトステーション他

※同日開催の『南相馬市小学生招待事業』にて南相
馬市の小学生と交流しながら雪遊びをします！

▲村人の生きたあかしを未来へ

〝のぼら～（ボルダリング教室）〟

　普段触れる事のできないスポーツにチャレンジしようと１２月
３日（土）裏磐梯もくもく自然塾にてボルダリング教室が行われ
ました。
　『登り方や、そのルートは君しだい!』と講師 渡邊亮さんから
指導された通り、参加者は目標のマークを決めルートを考え試
行錯誤しながら何度も何度もチャレンジしていました。

『読み聞かせ会』
〝文部科学大臣表彰″ 受賞
祝 北塩原村学校支援地域本部

　「読み聞かせ会」は１２月１０日（土）、芙蓉保育園にてお遊戯
会と合同で開催されました。読み聞かせ団体「きらきら文庫」に
よる大きなスクリーンを用い
た読み聞かせでは、迫力ある
語りと映像を大人も子ども
も楽しんでいました。また、絵
本が子どもに与える影響な
どについてお話があり、保護
者にとっても良い機会となり
ました。

▲時間を忘れて取り組む参加者たち

～読書で心をあったかく～
　公民館では、北山構造改善センター、大塩生涯学習セン
ター、桧原出張所、裏磐梯自然環境活用センターに図書室・
図書コーナーを設置しています。それぞれに配置されている
図書リストから、村内各所の図書を取り寄せることもできま
す。皆様のご利用をお待ちしております。

～図書をご寄贈いただきました～
　伊藤延廣さん、赤城弘美さん、鎌田一行さん、角田純一さ
ん、穴澤一男さん、赤木進二さん、内海睦さんから、公民館に
多数の図書をご寄贈いただきました（H28．１月～ 12月）。順
次、村内各所に配架しております。御礼申し上げます。ありがと
うございました。

✿やせるおかず作りおき（北山）
✿ハリーポッターと呪いの子（北山）
✿もう ぬげない（北山）　　 ✿会津の郷土料理（大塩）
✿夜行（大塩）　　　✿桧原軍　穴澤一族の戦い（大塩）
✿海の底（桧原）　　　　　✿増山超能力事務所（桧原）
✿世界でいちばん貧しい大統領のスピーチ（桧原）
✿全部レンチン！やせるおかず（裏磐梯）
✿校閲ガール（裏磐梯）　　✿小説　君の名は（裏磐梯）

現役一流選手から走る楽しさを学ぶ！

～第29回野馬追いの里健康マラソン大会・
　　　　　第５回みらい夢こども交流事業～

　本村の交流自治体である南相馬市ではこのほど、野馬追
の里健康マラソン大会並びにみらい夢こども交流事業が12
／３、４の２日間に渡り開催され、村内の中学生５名と小学生
２名の計７名が招待を受け参加しました。
　イベントには、同市が交流する14自治体から総勢約150名
の小中学生が参加しました。１日目に開催されたみらい夢こ
ども交流事業では、名刺交換などで他の自治体の選手らと
交流を深めました。また、同市出身のオリンピック選手や実
業団、強豪大学の一流選手らとワークショップを行い、現役
選手の走ることに対する情熱や想いを学びました。
　２日目には、野馬追の里健康マラソン大会にエントリー。
生徒らは今年１年間、精一杯練習に励んできた集大成を飾ろ
うと、最後まで懸命に走りぬきました。

～きたしおばら交流フェスタ２０１６
　　　　　　　　　　重縁市寄付～

　きたしおばら交流フェスタ2016で行った「重縁市」で皆様
から頂いた寄付金を、村内の団体に寄付しました。平成27年
度分を村社会福祉協議会会長へ（5,971円）、平成28年度分を
村老人クラブ連合会会長へ（10,216円）、実行委員長鈴木力
雄教育長からお渡ししました。

▲村社会福祉協議会
　高橋光秋会長へ

▲村老人クラブ連合会
　五十嵐好江会長へ

▲名刺交換をして交流を
　深める樟山瑛翔君

▲懸命に走る雅樂川歩君

幼児教育支援事業

『たのしいお話し会』
　読書活動への興味や関心を高めることを目的とした「たのし
いお話し会」は１２月１４日（水）裏磐梯幼稚園で開催されまし
た。喜多方市立図書館佐藤由佳理館長による絵本の読み聞か
せや、手遊びを行っていただき、子ども達はお話しを聞くだけで
なく、絵を見つけたり、場面に合わせて一緒に掛け声をかけた
りと楽しんでいました。
　また、その後は保護者を対象とした家庭での読み聞かせに
ついてのお話があり、幼児期における本の選び方や、読み聞か
せのポイントなどを教えて頂きました。

　学校と地域が連携・協働して行う学校支援活動において、
他の模範となる取り組みを行っている団体へ表彰される平成
２８年度「地域学校協働活動」推進に係る文部科学大臣表彰
式が１２月８日、文部科学省講堂において開催され、「北塩原
村学校支援地域本部」が表彰されました。
　北塩原村学校支援地域本部では、地域の人々が各々の個
性を活かし、教育活動を支援することで自らの学習成果活用
の機会を拡げるとともに、地域力を学校支援に活かす「学校
の応援団」事業を平成２３年度から推進しています。
　平成27年度末の段階では、学校支援ボランティア登録者
数が９３名、支援回数は２９３回、ボランティア実績は1,612人
となっており、「地域と学校の橋渡し役」として重要な役割を
担っています。
　今後も学校と地域の繋がりを密にし、子ども達の成長を支
援していきたいと思います。

▲絵本に夢中になる子ども達 ▲佐藤館長より読み聞かせの
　ポイントなどを聞く保護者

▲読み聞かせをするきらきら
　文庫代表の酒井さん

▲中学校文化祭での
　異世代交流の様子

▲学校支援ボランティアに
　よる読み聞かせの様子

幼児教育支援事業

『親の子ども理解、子の親理解』
　１２月１５日（木）裏磐梯中学校において保健講座が開催され、生
徒と保護者合わせて３５名が参加しました。
　講師には、大人への応援講座講師　熊坂律子氏をお招きし、

「親の子ども理解、子の親理解」
と題した講演を行いました。
　子どもの気持ち（考え）や、親
の気持ち（考え）についてお互
いに意見を出し合うなどし、思
春期における親と子のコミュニ
ケーションについて学びました。▲講師：熊坂律子氏

家庭教育支援事業

◇新規購入図書(配架場所)◇

のぼら～
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　農地利用の最適化（担い手への農地利用の集積・集約化、耕作放棄地の発生防止・解消、新規参
入の促進）のさらなる推進に向けて、「農業委員会等に関する法律」（農業委員会法）が改正されま
した。（平成２８年４月１日施行）
　当村の農業委員会は現農業委員の任期満了後（平成２９年７月２０日）に新体制へ移行しますの
で、新制度・新体制についてお知らせします。

■ 農業委員の選出方法が変わります

■ 新体制と委員の募集について

■ 農地利用最適化推進委員が新設されます
　農地の転用・売買・貸借といった農地法等に基づく許認可業務に加え、改正により「農地利用の
最適化（担い手への農地集積・集約化、耕作放棄地の発生防止・解消等）」の取り組みが農業委員
会の最重要業務として位置づけられました。
　この推進体制の強化のため、これを専門的に担う農地利用最適化推進委員が新設されること
になりました。

　これまでの公選制が廃止され、農業者・農業団体の推薦および応募による候補者の中から、議
会の同意を要件とする村長の任命制へと変更されることとなります。
　委員の任命については、過半数が認定農業者またはそれに準ずる者であること、利害関係を有
しない者を１名以上含めること、年齢・性別に著しい偏りがないように配慮することが求められて
います。
　なお、農地利用最適化推進委員についても推薦・応募制が採用されますが、推進委員は農業委
員会が委嘱します。

　平成２８年第７回（１２月）村議会定例会において、委員等の定数条例が議決されました。現農業
委員の任期満了後の平成２９年７月２０日からは、以下のとおりとなります。
　
　　○農業委員の定数　　　　　　　　　　７人
　　○農地利用最適化推進委員の定数　　　６人

　この両委員の推薦及び応募の受付を、平成２９年４月上旬に開始する予定です。応募の詳細につ
いては後日、ホームページや広報などでご案内します。

【問合せ】
農業委員会　☎２３-１３３４

＜法改正に伴う農業委員・農地利用最適化推進委員の業務＞

現　行 農業委員の主な業務

農地の貸借・売買の許可

農地転用許可の審査

農地基本台帳の管理

農地の貸し借りを通じた利用集積等
農地利用最適化に向けた業務を重点化

農業者の要望実現の取組

農地の利用状況調査

農地利用の権利関係の
調整やあっせん

改定後

連　携

農業委員の主な業務
＜農業委員会の総会で審議決定＞ ＜担当区域における現場活動＞

農地利用最適化推進委員の主な業務

農地の貸借・売買の許可

農地転用許可の審査

農地基本台帳の管理

農業者の要望実現の取組 等

農地の利用状況調査

農地利用の権利関係の
調整やあっせん 等

＜委員選出の流れ＞

【農業委員の選出】 【農地利用最適化推進委員の選出】
村長が募集

村長が、応募・推薦情報を公表

応募・推薦

評価委員会で選考

地域の農業者や農業団体
各農業委員会が募集

村長

議会

農業委員

任
命同意

農業委員会が、応募・推薦情報を公表

応募・推薦

農業委員会で選考

地域の農業者や農業団体

農業委員会

農地利用最適化推進委員

委
嘱

４月上旬

5月上旬

5月中旬

7月中旬

農業委員会制度改正のお知らせ
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旬の食便り
【問い合わせ】　保健センター　☎２８－３７３３
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No.406

月号月号1
No.406

月号 ～今月の主な内容～
P2 村長新年挨拶・H28重点施策　P4 きたしおばらトピックス　P5 公民館情報　P6 健康通信
P7 ジオパーク通信・自然コラム　P9 お知らせ　P10 今月のみいつけた！・きたしおばらから魅力発信！

1

　

No.406
2016.1.10

村への想い～在京きたしおばら会設立～村への想い～在京きたしおばら会設立～
　首都圏に住む村出身者がふるさと発展のために活動する「在京きたしおばら会」が１２月２０日に
発足し、会員一同が“北塩原村”への想いを新たにしました。
　東京都で開かれた設立総会では、会長に佐藤渉さん（早稲沢出身）が選任されたほか、本年度
の事業計画など６議案が承認されました。引き続き開かれた設立記念パーティーには、会員や村議
会議員ら約７０人が出席。小熊慎司衆議院議員、岩城光英法務大臣、佐藤正久参議院議員ら国会
議員も駆けつけ、裏磐梯観光大使の普天間かおりさんが、パーティーに華を添えました。

～今月の主な内容～
P2　村内で運動会開催
P3　会津米沢街道歴史ウオーク
P4　きたしおばらトピックス
P6　生涯学習だより
P8　健康通信
P10 お知らせ・戸籍の窓口
P12 ジオパーク通信・自然コラムジオパーク通信・自然コラム

　６月１７日（金）、自然環境活用センターを会場
に「きたしおばら芸能交流会」が行われました。
　当日は、裏磐梯幼稚園児から各地域の長寿
会が、日頃練習している、踊り、唄、演奏を披露しま
した。参加者の皆さんは、照れながらも、舞台に上
がると真剣な表情で、観客を魅了していました。
　出番が終了したあとの、ほっとした笑顔がと
ても印象的で、会場は拍手に包まれました。

2016

No.412
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2016.2.10

No.407

月号月号2
2016.2.10

～今月の主な内容～
P2 きたしおばらトピックス　P3 公民館情報　P4 健康通信
P5 地域おこし協力隊活動報告　P6 お知らせ　P8 ジオパーク通信・自然コラムNo.407

2

～平成28年北塩原村消防団出初め式～　
　１月６日（水）午前９時30分から、出初め式に先立ち、村役場庁舎周辺において、閲団式、分列行進を行い、
その後、村体育館に移動し出初め式を行いました。
　出初め式では小椋敏一村長より年頭のあいさつ、小椋恒男団長より訓示があり、通常点検を行いました。
　式終了後は、村民体育館駐車場において放水訓練を実施し、機械器具の取扱い及び点検を真剣に行っ
ていました。
　本年は天候にも恵まれ、雪もなく幸先の良いスタートとなりました。

おかえりなさい
～お盆を村内で迎える皆さまへ～

～今月の主な内容～
P2　沖縄・台湾小中学生交流事業
P4　きたしおばらトピックス
P8　生涯学習だより
P10 子どもの主張大会発表作文（小学生編)
P12 健康通信
P14 お知らせ・戸籍の窓口
P16 ジオパーク通信・自然コラム

　沖縄・台湾小中学生交流事業

子どもの主張大会発表作文（小学生編)

ジオパーク通信・自然コラム

　お盆休みを利用して帰省される方 も々多いことと思
います。なつかしいふるさとに笑顔があふれます。

　全国的に８月１３日(土)から１６日(火)まではお盆と言
われ、先祖の供養のために親戚一同があつまる期間
です。
　最近ではあまり見られなくなりましたが、きゅうりやな
すでつくる精霊馬（しょうりょううま）で先祖の送り迎えを
行います。きゅうりの馬は迎え盆に「足の速い馬に乗っ
て、早くあの世から帰って来られるように」、なすの牛は
送り盆に「足の遅い牛に乗って、ゆっくりあの世に戻っ
て行けるように、この世からたくさんの供物を積んで楽
に帰れるように」という願いがこめられています。

2016

No.413
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2016.2.10

No.408

月号月号3
～今月の主な内容～
P2 きたしおばらトピックス　P3 地域おこし協力隊活動報告　P4 健康通信
P5 公民館情報　P6 お知らせ　P8 ジオパーク通信・自然コラム

白い湖上に浮かぶ色とりどりのテント
～桧原湖ワカサギ釣り～　

白い湖上に浮かぶ色とりどりのテント
～桧原湖ワカサギ釣り～　

今年は、暖冬の影響で湖面の結氷が遅れましたが、２月上旬から、湖上でのワカサギ釣りが解禁となりまし
た。朝早くから、釣り客が裏磐梯に集まり、穴釣りを楽しんでいます。
　２月２７日（土）、２８日（日）は天候にも恵まれ、多くの釣り客がワカサギ釣りを楽しんでいました。3

2016.3.10

No.408

～今月の主な内容～
P2　小椋村長就任あいさつ
P3　村政方針
P4　きたしおばらトピックス
P5　長寿番付
P6　生涯学習だより
P8　子どもの主張大会発表作文（中学生編)
P10 健康通信
P12 お知らせ・戸籍の窓口
P14 ジオパーク通信・自然コラム

子どもの主張大会発表作文（中学生編)

ジオパーク通信・自然コラム

　8月15日（月）、お盆休みで村に帰省する
ことが多い期間を利用して、平成28年度
成人式が村コミュニティセンターホール
行われました。
　今年度、村からの新成人は34人で学
生や社会人など立場が違いながらも久し
ぶりの再会を喜び合いました。

（詳細は6ページ参照）

2016

No.414
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～今月の主な内容～
P2　28年度役場組織図・新採用職員
P4　28年度予算のあらまし
P6　きたしおばらトピックス
P7　地域おこし協力隊活動報告
P8　教育委員会だより
P10 健康通信
P12 お知らせ・戸籍の窓口
P14 ジオパーク通信・自然コラム

～今月の主な内容～
P2 28年度役場組織図・新採用職員

東京農業大学と包括連携協定を締結しました
　３月22日、本村と東京農業大学は新たな農
業振興を目指し包括連携協定を結びました。
　村では以前から学生を受け入れ農業学習
の場を提供し、今回の包括連携協定に繋がり
ました。
　今後も農業実習の場を提供するとともに、大
学側の協力を受け、適正な農地の活用を促進
し、特産品開発や就農者不足の解消を目指し
ます。
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～今月の主な内容～
P2　27年度決算報告
P6　きたしおばらトピックス
P8　きたしおばら交流フェスタ2016
P10 生涯学習だより
P13 健康通信
P14 お知らせ・戸籍の窓口
P16 ジオパーク通信・自然コラム

　北塩原村は、東京農業大学と包括連携協定を
締結し、耕作放棄地対策、有害鳥獣対策等を目的
に１２羽のエミューを東京農業大学と協力し、試験
的に導入・飼育しています。
　エミューは人懐っこく、温厚な性格でダチョウに
次いで世界で２番目に背の高い鳥です。雑食で草
や花、昆虫なども食べます。
　現在、生後５～６ヶ月になり、食べ盛りで食欲旺
盛です。
　そこで、エミューの飼料として、「くず米」を無償で提
供いただける方を募集します。皆様と一緒にエ
ミューを育てていきたいと考えておりますので、ご協
力いただける方は、農林課までご連絡お願いします。

～今月の主な内容～
P2 27年度決算報告年度決算報告年度決算報告
P6　きたしおばらトピックス　きたしおばらトピックス　きたしおばらトピックス
P8　きたしおばら交流フェスタ　きたしおばら交流フェスタ　きたしおばら交流フェスタ
P10 生涯学習だより
P13 健康通信
P14 お知らせ・戸籍の窓口
P16 ジオパーク通信・自然コラム

2016

ジオパーク通信・自然コラム

～今月の主な内容～
P2　27年度決算報告
P6　きたしおばらトピックス
P8　きたしおばら交流フェスタ2016
P10 生涯学習だより
P13 健康通信
P14 お知らせ・戸籍の窓口
P16 ジオパーク通信・自然コラム

　北塩原村は、東京農業大学と包括連携協定を　北塩原村は、東京農業大学と包括連携協定を　北塩原村は、東京農業大学と包括連携協定を　北塩原村は、東京農業大学と包括連携協定を　北塩原村は、東京農業大学と包括連携協定を　北塩原村は、東京農業大学と包括連携協定を　北塩原村は、東京農業大学と包括連携協定を
締結し、耕作放棄地対策、有害鳥獣対策等を目的締結し、耕作放棄地対策、有害鳥獣対策等を目的締結し、耕作放棄地対策、有害鳥獣対策等を目的締結し、耕作放棄地対策、有害鳥獣対策等を目的締結し、耕作放棄地対策、有害鳥獣対策等を目的締結し、耕作放棄地対策、有害鳥獣対策等を目的締結し、耕作放棄地対策、有害鳥獣対策等を目的締結し、耕作放棄地対策、有害鳥獣対策等を目的締結し、耕作放棄地対策、有害鳥獣対策等を目的締結し、耕作放棄地対策、有害鳥獣対策等を目的締結し、耕作放棄地対策、有害鳥獣対策等を目的締結し、耕作放棄地対策、有害鳥獣対策等を目的締結し、耕作放棄地対策、有害鳥獣対策等を目的締結し、耕作放棄地対策、有害鳥獣対策等を目的
に１２羽のエミューを東京農業大学と協力し、試験に１２羽のエミューを東京農業大学と協力し、試験に１２羽のエミューを東京農業大学と協力し、試験に１２羽のエミューを東京農業大学と協力し、試験に１２羽のエミューを東京農業大学と協力し、試験に１２羽のエミューを東京農業大学と協力し、試験に１２羽のエミューを東京農業大学と協力し、試験に１２羽のエミューを東京農業大学と協力し、試験に１２羽のエミューを東京農業大学と協力し、試験に１２羽のエミューを東京農業大学と協力し、試験に１２羽のエミューを東京農業大学と協力し、試験に１２羽のエミューを東京農業大学と協力し、試験に１２羽のエミューを東京農業大学と協力し、試験に１２羽のエミューを東京農業大学と協力し、試験に１２羽のエミューを東京農業大学と協力し、試験
的に導入・飼育しています。的に導入・飼育しています。的に導入・飼育しています。的に導入・飼育しています。的に導入・飼育しています。的に導入・飼育しています。的に導入・飼育しています。
　エミューは人懐っこく、温厚な性格でダチョウに　エミューは人懐っこく、温厚な性格でダチョウに　エミューは人懐っこく、温厚な性格でダチョウに　エミューは人懐っこく、温厚な性格でダチョウに
次いで世界で２番目に背の高い鳥です。雑食で草
や花、昆虫なども食べます。
　現在、生後５～６ヶ月になり、食べ盛りで食欲旺
盛です。
　そこで、エミューの飼料として、「くず米」を無償で提
供いただける方を募集します。皆様と一緒にエ
ミューを育てていきたいと考えておりますので、ご協
力いただける方は、農林課までご連絡お願いします。
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ジオパーク通信・自然コラム

　北塩原村は、東京農業大学と包括連携協定を　北塩原村は、東京農業大学と包括連携協定を　北塩原村は、東京農業大学と包括連携協定を
締結し、耕作放棄地対策、有害鳥獣対策等を目的締結し、耕作放棄地対策、有害鳥獣対策等を目的締結し、耕作放棄地対策、有害鳥獣対策等を目的締結し、耕作放棄地対策、有害鳥獣対策等を目的締結し、耕作放棄地対策、有害鳥獣対策等を目的締結し、耕作放棄地対策、有害鳥獣対策等を目的締結し、耕作放棄地対策、有害鳥獣対策等を目的
に１２羽のエミューを東京農業大学と協力し、試験に１２羽のエミューを東京農業大学と協力し、試験に１２羽のエミューを東京農業大学と協力し、試験に１２羽のエミューを東京農業大学と協力し、試験に１２羽のエミューを東京農業大学と協力し、試験に１２羽のエミューを東京農業大学と協力し、試験に１２羽のエミューを東京農業大学と協力し、試験に１２羽のエミューを東京農業大学と協力し、試験
的に導入・飼育しています。的に導入・飼育しています。的に導入・飼育しています。的に導入・飼育しています。的に導入・飼育しています。的に導入・飼育しています。的に導入・飼育しています。
　エミューは人懐っこく、温厚な性格でダチョウに
次いで世界で２番目に背の高い鳥です。雑食で草次いで世界で２番目に背の高い鳥です。雑食で草
や花、昆虫なども食べます。
　現在、生後５～６ヶ月になり、食べ盛りで食欲旺　現在、生後５～６ヶ月になり、食べ盛りで食欲旺
盛です。盛です。
　そこで、エミューの飼料として、「くず米」を無償で提
供いただける方を募集します。皆様と一緒にエ供いただける方を募集します。皆様と一緒にエ
ミューを育てていきたいと考えておりますので、ご協
力いただける方は、農林課までご連絡お願いします。

20162016201620162016201620162016

ジオパーク通信・自然コラムジオパーク通信・自然コラムジオパーク通信・自然コラムジオパーク通信・自然コラムジオパーク通信・自然コラム

　北塩原村は、東京農業大学と包括連携協定を
締結し、耕作放棄地対策、有害鳥獣対策等を目的
に１２羽のエミューを東京農業大学と協力し、試験
的に導入・飼育しています。
　エミューは人懐っこく、温厚な性格でダチョウに
次いで世界で２番目に背の高い鳥です。雑食で草
や花、昆虫なども食べます。
　現在、生後５～６ヶ月になり、食べ盛りで食欲旺
盛です。
　そこで、エミューの飼料として、「くず米」を無償で提
供いただける方を募集します。皆様と一緒にエ
ミューを育てていきたいと考えておりますので、ご協
力いただける方は、農林課までご連絡お願いします。

エミューが村にやってきた　～東京農業大学と協力した試験飼育～エミューが村にやってきた　～東京農業大学と協力した試験飼育～
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峠一面をピンク色に染める
～桜峠の２００１本のオオヤマザクラ～

　今年も桜峠に満開のオオヤマザクラが咲
きました。今年は暖冬の影響からか、開花も
１週間ほど早く、４月２５日頃には満開となり
ました。平地とは１ヶ月ずれた桜を一目見よう
と、今年も多くの観光客が訪れ、思い思いの
写真スポットを見つけては、シャッターを切っ
ていました。

～今月の主な内容～
P2 28年度行政区長紹介年度行政区長紹介年度行政区長紹介
P4　きたしおばらトピックス　きたしおばらトピックス　きたしおばらトピックス
P6　生涯学習だより　生涯学習だより　生涯学習だより
P7　健康通信　健康通信
P8　お知らせ・戸籍の窓口　お知らせ・戸籍の窓口　お知らせ・戸籍の窓口
P10 ジオパーク通信・自然コラム

　今年も桜峠に満開のオオヤマザクラが咲
きました。今年は暖冬の影響からか、開花も
１週間ほど早く、４月２５日頃には満開となり
ました。平地とは１ヶ月ずれた桜を一目見よう
と、今年も多くの観光客が訪れ、思い思いの
写真スポットを見つけては、シャッターを切っ
ていました。

～今月の主な内容～
P2　28年度行政区長紹介
P4　きたしおばらトピックス
P6　生涯学習だより
P7　健康通信
P8　お知らせ・戸籍の窓口
P10 ジオパーク通信・自然コラム
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村の安全は、村で守る ～村消防団秋季検閲～
　村消防団秋季検閲が、10月30日（日）に行わ
れました。今回から、ラッパ隊も構成され、消防団
員はラッパ音が鳴り響く中、北山地区の集落内を
行進しました。
　村民グラウンドに移動してから、検閲式を行
い、小椋敏一村長と遠藤春雄団長の訓示に続
き、各点検と訓練がありました。
　表彰では、優良団員の表彰と退職婦人消防隊
長、副隊長（大塩）に感謝状の贈呈を行い、長年
の労をねぎらいました。
　検閲終了後は、放水訓練を行い、日頃の訓練
の成果を十分に発揮していました。
※ラッパ隊については9ページ参照

～今月の主な内容～
P2　村の除雪体制について
P4　きたしおばらトピックス
P6　生涯学習だより
P8　健康通信
P10 お知らせ・戸籍の窓口
P12 ジオパーク通信・自然コラム
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～第35回桧原湖一周ファミリーサイクリング大会～～第35回桧原湖一周ファミリーサイクリング大会～
新緑の裏磐梯を肌で感じる

～今月の主な内容～
P2　スポーツ大使委嘱
P3　きたしおばらトピックス
P4　地域おこし協力隊活動報告・新隊員紹介
P5　生涯学習だより
P6　健康通信
P8　お知らせ・戸籍の窓口
P10 ジオパーク通信・自然コラム

～今月の主な内容～
P2　スポーツ大使委嘱
P3　きたしおばらトピックス
P4　地域おこし協力隊活動報告・新隊員紹介
P5　生涯学習だより
P6　健康通信
P8　お知らせ・戸籍の窓口
P10 ジオパーク通信・自然コラム

　快晴で磐梯山も雲ひとつなく見ることができた５
月２９日（日）に、第35回桧原湖一周ファミリーサイク
リング大会が行われました。
　当日は県内外から1,000人の参加者が、大会会場
の「休暇村裏磐梯」に集まり、新緑に包まれた裏磐梯
の空気、景色を感じながらサイクリングを楽しみました。
　参加者は、それぞれのスピードで、桧原湖一周約
30kmのコースを走行し、休憩の合間に村内の景色
を見ながら、ゴール後の豚汁や山塩焼きそばで食も
堪能していました。

　快晴で磐梯山も雲ひとつなく見ることができた５
月２９日（日）に、第35回桧原湖一周ファミリーサイク
リング大会が行われました。
　当日は県内外から1,000人の参加者が、大会会場
の「休暇村裏磐梯」に集まり、新緑に包まれた裏磐梯
の空気、景色を感じながらサイクリングを楽しみました。
　参加者は、それぞれのスピードで、桧原湖一周約
30kmのコースを走行し、休憩の合間に村内の景色
を見ながら、ゴール後の豚汁や山塩焼きそばで食も
堪能していました。
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村民の想いをタスキに込め、力強く激走！
～第28回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会～

　ふくしま駅伝大会へ再参加して以来、４年連続での
出場を決めた北塩原村駅伝チームは、村民の想いを
タスキに込め、力強く激走しました。中高生が中心の
チームでしたが、７月からの厳しい練習に励んできた
選手たちは、村の代表として、村民の皆さんの応援を
背に、福島路を一生懸命走りました。
　再参加の第 25 回大会以降、最高の成績を成し遂
げた北塩原村駅伝チームは敢闘賞を受賞。この賞は、
北塩原村がふくしま駅伝に参加して初めて獲得するこ
とができたものです。
　大会後、選手たちは来年に向けた意気込みを語る
など、更なる飛躍を誓いました。
　村民の皆さん、ご声援ありがとうございました。

～今月の主な内容～
P2　きたしおばらトピックス
P4　初顔合わせ2017
　　地域おこし協力隊活動報告
P6　生涯学習だより
P8　健康通信
P9　芙蓉保育園入園児童募集
P10 お知らせ・戸籍の窓口
P12 ジオパーク通信・自然コラム
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北塩原村初の敢闘賞を獲得！

１区　鈴木麻文

13 区　小島裕之

16 区　鈴木大和

15 区　樟山陽花

14 区　山本礼人

２区　西沢岳人

12 区　長澤勝也

３区　江川大夢

11 区　佐藤有姫

４区　斎藤大暉

10 区　髙橋宏典

５区　目黒優大

９区　星　心

６区　鈴木蓮

７区　渡部元気

８区　鳥羽広葉

健康通信保健センター ☎28-3733
申込・問合せ

　漢字で「鱈」と書くように、冬を代表する魚です。寒さが増す
とおいしくなるタラを今回は具だくさんの汁に加えた、体を芯
から温めてくれる元気の出る汁物を紹介します。

ポイント
・みそと酒粕が両方
なじむまでしっか
り煮ること。

（１人分） 
エネルギー/200ｋcal
タンパク質/21.3ｇ
塩分/1.3ｇ

作　り　方
①水と煮干しでだしをとる。
②タラは小骨があれば取り除き、1切れを半分に切る。
③白菜は一口大に、人参はいちょうに、玉葱はくし切りにする。
④じゃが芋は厚めのいちょう切り、えのき茸は半分の長さに、長葱は小口切りにする。
⑤油揚げは短冊に切り、熱湯をかけて油抜きをする。
⑥酒粕と味噌を①のだし汁少量でといておく。
⑦だし汁にカットした人参・玉葱・じゃが芋を入れ煮る。
⑧次に白菜・えのき茸・油揚げ・タラを入れ、火が通るまで煮る。
⑨具が煮えたら⑥を入れ、味をととのえる。最後に長葱を入れて仕上げる。

生タラ（2切れ） 160ｇ
白菜（2枚） 120ｇ
じゃが芋（中1/2個） 60ｇ
玉葱（中1/4個） 40ｇ
人参 20ｇ
えのき茸 20ｇ
長葱 20ｇ
油揚げ（1/4枚） 6ｇ
味噌 20ｇ
煮干し（頭と内臓を取った物） 10ｇ
水 2.5カップ
酒粕 50ｇ

（酒粕は好みで調節してください）

材料2人分
【タラと酒粕のあったか汁】

【タラ】
今月の食材 1月

南東北裏磐梯診療所からのお知らせ
○問い合わせ

南東北裏磐梯診療所 ☎32-2009

南東北裏磐梯診療所で受けられます。
定期接種の対象者は ●平成 28 年度に以下の年齢になる方。 ●今までこのワクチンを接種したことのない方。
対象となる期間は平成 29 年 3 月 31 日までです。

●この制度は今までこのワクチンを接種したことのない方を対象に、平成 30 年度までの間に 1 人 1 回、定期接種の機会を設けて
います。

●対象となる年度においてのみ定期接種としての公費助成が受けられます。
●北塩原村の方は自己負担なしで受けられます。　　  ＊このワクチンは、すべての肺炎を予防するワクチンではありません。

成人用肺炎球菌ワクチン忘れてませんか？

  1月 在京きたしおばら会設立  　　　首都圏に住む村出身者が活動する「在京きたしおばら会」が設立しました。
  2月 村消防団出初式   　　　暖冬の影響で珍しく雪もない出初式となりました。
  3月 桧原湖ワカサギ釣り   　　　朝早くから釣り客が裏磐梯に集まり、穴釣りを楽しんでいました。
  4月 東京農業大学と包括連携協定を締結 　　　学生に農業実習の場の提供や、特産品開発を目的とした協定を結びました。
  5月 桜峠のオオヤマザクラが満開  　　　平地とは１ヶ月開花がずれる桜峠の桜が満開となりました。
  6月 桧原湖一周ファミリーサイクリング大会 　　　家族で裏磐梯の新緑を感じる１日となりました。
  7月 きたしおばら芸能交流会  　　　日頃の練習の成果を存分に発揮した発表会でした。
  8月 お盆休みに村へ帰省   　　　ふるさとの景色、空気に深深共にリフレッシュした期間を過ごしました。
  9月 平成28年度成人式   　　　昨年の新成人は34人。それぞれの立場で大人の一歩を踏み出しました。
10月 エミューの試験飼育開始  　　　東京農大と連携したエミューの試験飼育が大塩地区で始まりました。
11月 村消防団秋季検閲を実施  　　　今回からラッパ隊が結成され、ラッパ音が鳴り響く中での検閲となりました。
12月 村駅伝チーム、ふくしま駅伝で初の敢闘賞受賞　平成25年の再参加以来史上最高の成績を残し、敢闘賞を受賞しました。

　村民の皆さんの2016年はどんな年だったでしょうか。2016年は全国的にも地震を始めとした自然災害が多く発生しましたが、
同年の漢字「金」に代表されるように、リオデジェネイロ五輪で日本選手団が大躍進し、2020年の東京五輪へ弾みとなった年となり
ました。2017年も皆さんにご協力頂きながら広報紙作りを行っていきますので、皆さんから情報お待ちしております。

今月のみいつけた！～広報表紙で振り返る村の１年間～

昭和 26 年 4 月 2 日生～
昭和 27 年 4 月１日生の方
昭和 21 年 4 月 2 日生～
昭和 22 年 4 月１日生の方
昭和 16 年 4 月 2 日生～
昭和 17 年 4 月１日生の方
昭和 11 年 4 月 2 日生～
昭和 12 年 4 月１日生の方

昭和　6 年 4 月 2 日生～
昭和　7 年 4 月１日生の方
大正 15 年 4 月 2 日生～
昭和　2 年 4 月１日生の方
大正 10 年 4 月 2 日生～
大正 11 年 4 月１日生の方
大正　5 年 4 月 2 日生～
大正　6 年 4 月１日生の方

65歳

70歳

75歳

80歳

85歳

90歳

95歳

100歳
60 歳以上 65 歳未満で、心臓、腎臓、呼吸器の機能又はヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障害を有する方

（インフルエンザの定期接種対象者と同じ）も対象。

～タラの豆知識～
　他の魚類に少ないビタミンＡ・Ｄが豊
富です。ビタミンＡはのどや鼻の粘膜
を守り、風邪を予防してくれます。ビ
タミンＤはカルシウム・リンの吸収力
を高め、骨や歯を丈夫にします。低脂
肪なので消化吸収がよく、高齢者、病
中病後の体力回復にもうってつけです。

ノロウイルスによる感染が流行しています。ご注意を！！

①人からの感染
・患者の便やおう吐物から人の手を介して二次感染
・家庭や施設内などでの飛沫などによる感染など

②食品からの感染
・感染した人が調理などして汚染された食品
・ウイルスの蓄積した、加熱不十分な二枚貝など

　感染から約24 ～ 48時間で吐き気、おう吐、下痢、腹痛、
微熱などの症状が出てきます。通常、１～ 2日以内続いた後に
治癒し、後遺症もありません。ただし、こどもや高齢者などで
は重症化することがあります。

①手洗いをしっかりと！
　特に食事前、トイレの後、調理前後は、石けんでよく洗いましょう。
②人からの感染を防ぐ
　下痢便やおう吐物に大量のノロウイルスが含まれていることがあり
ますので、周囲に広がらないように適切に処理しましょう！

→家庭用の塩素系消毒剤などの利用が有効です。（使用に当たっ
ては「使用上の注意」を確認してください。）

③食品からの感染を防ぐ
・加熱して食べる食材は中心部までしっかり火を通しましょう！
→食材の中心部が８５℃～９０℃で90秒以上の加熱が必要とさ

れています。
・調理器具や調理台は「消毒」して、いつも清潔に！
→加熱消毒や塩素系消毒剤の利用が有効です。

ノロウイルスによる感染性胃腸炎・食中毒が全国的に流行しています。家庭や地域において感染予防を徹底しましょう！
感　染　経　路 予　防　対　策

症　　　　　状
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旬の食便り
【問い合わせ】　保健センター　☎２８－３７３３
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No.406

月号月号1
No.406

月号 ～今月の主な内容～
P2 村長新年挨拶・H28重点施策　P4 きたしおばらトピックス　P5 公民館情報　P6 健康通信
P7 ジオパーク通信・自然コラム　P9 お知らせ　P10 今月のみいつけた！・きたしおばらから魅力発信！

1

　

No.406
2016.1.10

村への想い～在京きたしおばら会設立～村への想い～在京きたしおばら会設立～
　首都圏に住む村出身者がふるさと発展のために活動する「在京きたしおばら会」が１２月２０日に
発足し、会員一同が“北塩原村”への想いを新たにしました。
　東京都で開かれた設立総会では、会長に佐藤渉さん（早稲沢出身）が選任されたほか、本年度
の事業計画など６議案が承認されました。引き続き開かれた設立記念パーティーには、会員や村議
会議員ら約７０人が出席。小熊慎司衆議院議員、岩城光英法務大臣、佐藤正久参議院議員ら国会
議員も駆けつけ、裏磐梯観光大使の普天間かおりさんが、パーティーに華を添えました。

～今月の主な内容～
P2　村内で運動会開催
P3　会津米沢街道歴史ウオーク
P4　きたしおばらトピックス
P6　生涯学習だより
P8　健康通信
P10 お知らせ・戸籍の窓口
P12 ジオパーク通信・自然コラムジオパーク通信・自然コラム

　６月１７日（金）、自然環境活用センターを会場
に「きたしおばら芸能交流会」が行われました。
　当日は、裏磐梯幼稚園児から各地域の長寿
会が、日頃練習している、踊り、唄、演奏を披露しま
した。参加者の皆さんは、照れながらも、舞台に上
がると真剣な表情で、観客を魅了していました。
　出番が終了したあとの、ほっとした笑顔がと
ても印象的で、会場は拍手に包まれました。

2016

No.412
7

2016.2.10

No.407

月号月号2
2016.2.10

～今月の主な内容～
P2 きたしおばらトピックス　P3 公民館情報　P4 健康通信
P5 地域おこし協力隊活動報告　P6 お知らせ　P8 ジオパーク通信・自然コラムNo.407

2

～平成28年北塩原村消防団出初め式～　
　１月６日（水）午前９時30分から、出初め式に先立ち、村役場庁舎周辺において、閲団式、分列行進を行い、
その後、村体育館に移動し出初め式を行いました。
　出初め式では小椋敏一村長より年頭のあいさつ、小椋恒男団長より訓示があり、通常点検を行いました。
　式終了後は、村民体育館駐車場において放水訓練を実施し、機械器具の取扱い及び点検を真剣に行っ
ていました。
　本年は天候にも恵まれ、雪もなく幸先の良いスタートとなりました。

おかえりなさい
～お盆を村内で迎える皆さまへ～

～今月の主な内容～
P2　沖縄・台湾小中学生交流事業
P4　きたしおばらトピックス
P8　生涯学習だより
P10 子どもの主張大会発表作文（小学生編)
P12 健康通信
P14 お知らせ・戸籍の窓口
P16 ジオパーク通信・自然コラム

　沖縄・台湾小中学生交流事業

子どもの主張大会発表作文（小学生編)

ジオパーク通信・自然コラム

　お盆休みを利用して帰省される方 も々多いことと思
います。なつかしいふるさとに笑顔があふれます。

　全国的に８月１３日(土)から１６日(火)まではお盆と言
われ、先祖の供養のために親戚一同があつまる期間
です。
　最近ではあまり見られなくなりましたが、きゅうりやな
すでつくる精霊馬（しょうりょううま）で先祖の送り迎えを
行います。きゅうりの馬は迎え盆に「足の速い馬に乗っ
て、早くあの世から帰って来られるように」、なすの牛は
送り盆に「足の遅い牛に乗って、ゆっくりあの世に戻っ
て行けるように、この世からたくさんの供物を積んで楽
に帰れるように」という願いがこめられています。

2016

No.413
8

2016.2.10

No.408

月号月号3
～今月の主な内容～
P2 きたしおばらトピックス　P3 地域おこし協力隊活動報告　P4 健康通信
P5 公民館情報　P6 お知らせ　P8 ジオパーク通信・自然コラム

白い湖上に浮かぶ色とりどりのテント
～桧原湖ワカサギ釣り～　

白い湖上に浮かぶ色とりどりのテント
～桧原湖ワカサギ釣り～　

今年は、暖冬の影響で湖面の結氷が遅れましたが、２月上旬から、湖上でのワカサギ釣りが解禁となりまし
た。朝早くから、釣り客が裏磐梯に集まり、穴釣りを楽しんでいます。
　２月２７日（土）、２８日（日）は天候にも恵まれ、多くの釣り客がワカサギ釣りを楽しんでいました。3

2016.3.10

No.408

～今月の主な内容～
P2　小椋村長就任あいさつ
P3　村政方針
P4　きたしおばらトピックス
P5　長寿番付
P6　生涯学習だより
P8　子どもの主張大会発表作文（中学生編)
P10 健康通信
P12 お知らせ・戸籍の窓口
P14 ジオパーク通信・自然コラム

子どもの主張大会発表作文（中学生編)

ジオパーク通信・自然コラム

　8月15日（月）、お盆休みで村に帰省する
ことが多い期間を利用して、平成28年度
成人式が村コミュニティセンターホール
行われました。
　今年度、村からの新成人は34人で学
生や社会人など立場が違いながらも久し
ぶりの再会を喜び合いました。

（詳細は6ページ参照）

2016

No.414
9

～今月の主な内容～
P2　28年度役場組織図・新採用職員
P4　28年度予算のあらまし
P6　きたしおばらトピックス
P7　地域おこし協力隊活動報告
P8　教育委員会だより
P10 健康通信
P12 お知らせ・戸籍の窓口
P14 ジオパーク通信・自然コラム

～今月の主な内容～
P2 28年度役場組織図・新採用職員

東京農業大学と包括連携協定を締結しました
　３月22日、本村と東京農業大学は新たな農
業振興を目指し包括連携協定を結びました。
　村では以前から学生を受け入れ農業学習
の場を提供し、今回の包括連携協定に繋がり
ました。
　今後も農業実習の場を提供するとともに、大
学側の協力を受け、適正な農地の活用を促進
し、特産品開発や就農者不足の解消を目指し
ます。

2016

No.409
4

～今月の主な内容～
P2　27年度決算報告
P6　きたしおばらトピックス
P8　きたしおばら交流フェスタ2016
P10 生涯学習だより
P13 健康通信
P14 お知らせ・戸籍の窓口
P16 ジオパーク通信・自然コラム

　北塩原村は、東京農業大学と包括連携協定を
締結し、耕作放棄地対策、有害鳥獣対策等を目的
に１２羽のエミューを東京農業大学と協力し、試験
的に導入・飼育しています。
　エミューは人懐っこく、温厚な性格でダチョウに
次いで世界で２番目に背の高い鳥です。雑食で草
や花、昆虫なども食べます。
　現在、生後５～６ヶ月になり、食べ盛りで食欲旺
盛です。
　そこで、エミューの飼料として、「くず米」を無償で提
供いただける方を募集します。皆様と一緒にエ
ミューを育てていきたいと考えておりますので、ご協
力いただける方は、農林課までご連絡お願いします。

～今月の主な内容～
P2 27年度決算報告年度決算報告年度決算報告
P6　きたしおばらトピックス　きたしおばらトピックス　きたしおばらトピックス
P8　きたしおばら交流フェスタ　きたしおばら交流フェスタ　きたしおばら交流フェスタ
P10 生涯学習だより
P13 健康通信
P14 お知らせ・戸籍の窓口
P16 ジオパーク通信・自然コラム

2016

ジオパーク通信・自然コラム

～今月の主な内容～
P2　27年度決算報告
P6　きたしおばらトピックス
P8　きたしおばら交流フェスタ2016
P10 生涯学習だより
P13 健康通信
P14 お知らせ・戸籍の窓口
P16 ジオパーク通信・自然コラム

　北塩原村は、東京農業大学と包括連携協定を　北塩原村は、東京農業大学と包括連携協定を　北塩原村は、東京農業大学と包括連携協定を　北塩原村は、東京農業大学と包括連携協定を　北塩原村は、東京農業大学と包括連携協定を　北塩原村は、東京農業大学と包括連携協定を　北塩原村は、東京農業大学と包括連携協定を
締結し、耕作放棄地対策、有害鳥獣対策等を目的締結し、耕作放棄地対策、有害鳥獣対策等を目的締結し、耕作放棄地対策、有害鳥獣対策等を目的締結し、耕作放棄地対策、有害鳥獣対策等を目的締結し、耕作放棄地対策、有害鳥獣対策等を目的締結し、耕作放棄地対策、有害鳥獣対策等を目的締結し、耕作放棄地対策、有害鳥獣対策等を目的締結し、耕作放棄地対策、有害鳥獣対策等を目的締結し、耕作放棄地対策、有害鳥獣対策等を目的締結し、耕作放棄地対策、有害鳥獣対策等を目的締結し、耕作放棄地対策、有害鳥獣対策等を目的締結し、耕作放棄地対策、有害鳥獣対策等を目的締結し、耕作放棄地対策、有害鳥獣対策等を目的締結し、耕作放棄地対策、有害鳥獣対策等を目的
に１２羽のエミューを東京農業大学と協力し、試験に１２羽のエミューを東京農業大学と協力し、試験に１２羽のエミューを東京農業大学と協力し、試験に１２羽のエミューを東京農業大学と協力し、試験に１２羽のエミューを東京農業大学と協力し、試験に１２羽のエミューを東京農業大学と協力し、試験に１２羽のエミューを東京農業大学と協力し、試験に１２羽のエミューを東京農業大学と協力し、試験に１２羽のエミューを東京農業大学と協力し、試験に１２羽のエミューを東京農業大学と協力し、試験に１２羽のエミューを東京農業大学と協力し、試験に１２羽のエミューを東京農業大学と協力し、試験に１２羽のエミューを東京農業大学と協力し、試験に１２羽のエミューを東京農業大学と協力し、試験に１２羽のエミューを東京農業大学と協力し、試験
的に導入・飼育しています。的に導入・飼育しています。的に導入・飼育しています。的に導入・飼育しています。的に導入・飼育しています。的に導入・飼育しています。的に導入・飼育しています。
　エミューは人懐っこく、温厚な性格でダチョウに　エミューは人懐っこく、温厚な性格でダチョウに　エミューは人懐っこく、温厚な性格でダチョウに　エミューは人懐っこく、温厚な性格でダチョウに
次いで世界で２番目に背の高い鳥です。雑食で草
や花、昆虫なども食べます。
　現在、生後５～６ヶ月になり、食べ盛りで食欲旺
盛です。
　そこで、エミューの飼料として、「くず米」を無償で提
供いただける方を募集します。皆様と一緒にエ
ミューを育てていきたいと考えておりますので、ご協
力いただける方は、農林課までご連絡お願いします。
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ジオパーク通信・自然コラム

　北塩原村は、東京農業大学と包括連携協定を　北塩原村は、東京農業大学と包括連携協定を　北塩原村は、東京農業大学と包括連携協定を
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的に導入・飼育しています。的に導入・飼育しています。的に導入・飼育しています。的に導入・飼育しています。的に導入・飼育しています。的に導入・飼育しています。的に導入・飼育しています。
　エミューは人懐っこく、温厚な性格でダチョウに
次いで世界で２番目に背の高い鳥です。雑食で草次いで世界で２番目に背の高い鳥です。雑食で草
や花、昆虫なども食べます。
　現在、生後５～６ヶ月になり、食べ盛りで食欲旺　現在、生後５～６ヶ月になり、食べ盛りで食欲旺
盛です。盛です。
　そこで、エミューの飼料として、「くず米」を無償で提
供いただける方を募集します。皆様と一緒にエ供いただける方を募集します。皆様と一緒にエ
ミューを育てていきたいと考えておりますので、ご協
力いただける方は、農林課までご連絡お願いします。

20162016201620162016201620162016

ジオパーク通信・自然コラムジオパーク通信・自然コラムジオパーク通信・自然コラムジオパーク通信・自然コラムジオパーク通信・自然コラム

　北塩原村は、東京農業大学と包括連携協定を
締結し、耕作放棄地対策、有害鳥獣対策等を目的
に１２羽のエミューを東京農業大学と協力し、試験
的に導入・飼育しています。
　エミューは人懐っこく、温厚な性格でダチョウに
次いで世界で２番目に背の高い鳥です。雑食で草
や花、昆虫なども食べます。
　現在、生後５～６ヶ月になり、食べ盛りで食欲旺
盛です。
　そこで、エミューの飼料として、「くず米」を無償で提
供いただける方を募集します。皆様と一緒にエ
ミューを育てていきたいと考えておりますので、ご協
力いただける方は、農林課までご連絡お願いします。

エミューが村にやってきた　～東京農業大学と協力した試験飼育～エミューが村にやってきた　～東京農業大学と協力した試験飼育～
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峠一面をピンク色に染める
～桜峠の２００１本のオオヤマザクラ～

　今年も桜峠に満開のオオヤマザクラが咲
きました。今年は暖冬の影響からか、開花も
１週間ほど早く、４月２５日頃には満開となり
ました。平地とは１ヶ月ずれた桜を一目見よう
と、今年も多くの観光客が訪れ、思い思いの
写真スポットを見つけては、シャッターを切っ
ていました。

～今月の主な内容～
P2 28年度行政区長紹介年度行政区長紹介年度行政区長紹介
P4　きたしおばらトピックス　きたしおばらトピックス　きたしおばらトピックス
P6　生涯学習だより　生涯学習だより　生涯学習だより
P7　健康通信　健康通信
P8　お知らせ・戸籍の窓口　お知らせ・戸籍の窓口　お知らせ・戸籍の窓口
P10 ジオパーク通信・自然コラム

　今年も桜峠に満開のオオヤマザクラが咲
きました。今年は暖冬の影響からか、開花も
１週間ほど早く、４月２５日頃には満開となり
ました。平地とは１ヶ月ずれた桜を一目見よう
と、今年も多くの観光客が訪れ、思い思いの
写真スポットを見つけては、シャッターを切っ
ていました。

～今月の主な内容～
P2　28年度行政区長紹介
P4　きたしおばらトピックス
P6　生涯学習だより
P7　健康通信
P8　お知らせ・戸籍の窓口
P10 ジオパーク通信・自然コラム
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村の安全は、村で守る ～村消防団秋季検閲～
　村消防団秋季検閲が、10月30日（日）に行わ
れました。今回から、ラッパ隊も構成され、消防団
員はラッパ音が鳴り響く中、北山地区の集落内を
行進しました。
　村民グラウンドに移動してから、検閲式を行
い、小椋敏一村長と遠藤春雄団長の訓示に続
き、各点検と訓練がありました。
　表彰では、優良団員の表彰と退職婦人消防隊
長、副隊長（大塩）に感謝状の贈呈を行い、長年
の労をねぎらいました。
　検閲終了後は、放水訓練を行い、日頃の訓練
の成果を十分に発揮していました。
※ラッパ隊については9ページ参照

～今月の主な内容～
P2　村の除雪体制について
P4　きたしおばらトピックス
P6　生涯学習だより
P8　健康通信
P10 お知らせ・戸籍の窓口
P12 ジオパーク通信・自然コラム
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～第35回桧原湖一周ファミリーサイクリング大会～～第35回桧原湖一周ファミリーサイクリング大会～
新緑の裏磐梯を肌で感じる

～今月の主な内容～
P2　スポーツ大使委嘱
P3　きたしおばらトピックス
P4　地域おこし協力隊活動報告・新隊員紹介
P5　生涯学習だより
P6　健康通信
P8　お知らせ・戸籍の窓口
P10 ジオパーク通信・自然コラム

～今月の主な内容～
P2　スポーツ大使委嘱
P3　きたしおばらトピックス
P4　地域おこし協力隊活動報告・新隊員紹介
P5　生涯学習だより
P6　健康通信
P8　お知らせ・戸籍の窓口
P10 ジオパーク通信・自然コラム

　快晴で磐梯山も雲ひとつなく見ることができた５
月２９日（日）に、第35回桧原湖一周ファミリーサイク
リング大会が行われました。
　当日は県内外から1,000人の参加者が、大会会場
の「休暇村裏磐梯」に集まり、新緑に包まれた裏磐梯
の空気、景色を感じながらサイクリングを楽しみました。
　参加者は、それぞれのスピードで、桧原湖一周約
30kmのコースを走行し、休憩の合間に村内の景色
を見ながら、ゴール後の豚汁や山塩焼きそばで食も
堪能していました。

　快晴で磐梯山も雲ひとつなく見ることができた５
月２９日（日）に、第35回桧原湖一周ファミリーサイク
リング大会が行われました。
　当日は県内外から1,000人の参加者が、大会会場
の「休暇村裏磐梯」に集まり、新緑に包まれた裏磐梯
の空気、景色を感じながらサイクリングを楽しみました。
　参加者は、それぞれのスピードで、桧原湖一周約
30kmのコースを走行し、休憩の合間に村内の景色
を見ながら、ゴール後の豚汁や山塩焼きそばで食も
堪能していました。
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村民の想いをタスキに込め、力強く激走！
～第28回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会～

　ふくしま駅伝大会へ再参加して以来、４年連続での
出場を決めた北塩原村駅伝チームは、村民の想いを
タスキに込め、力強く激走しました。中高生が中心の
チームでしたが、７月からの厳しい練習に励んできた
選手たちは、村の代表として、村民の皆さんの応援を
背に、福島路を一生懸命走りました。
　再参加の第 25 回大会以降、最高の成績を成し遂
げた北塩原村駅伝チームは敢闘賞を受賞。この賞は、
北塩原村がふくしま駅伝に参加して初めて獲得するこ
とができたものです。
　大会後、選手たちは来年に向けた意気込みを語る
など、更なる飛躍を誓いました。
　村民の皆さん、ご声援ありがとうございました。

～今月の主な内容～
P2　きたしおばらトピックス
P4　初顔合わせ2017
　　地域おこし協力隊活動報告
P6　生涯学習だより
P8　健康通信
P9　芙蓉保育園入園児童募集
P10 お知らせ・戸籍の窓口
P12 ジオパーク通信・自然コラム
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北塩原村初の敢闘賞を獲得！

１区　鈴木麻文

13 区　小島裕之

16 区　鈴木大和

15 区　樟山陽花

14 区　山本礼人

２区　西沢岳人

12 区　長澤勝也

３区　江川大夢

11 区　佐藤有姫

４区　斎藤大暉

10 区　髙橋宏典

５区　目黒優大

９区　星　心

６区　鈴木蓮

７区　渡部元気

８区　鳥羽広葉

健康通信保健センター ☎28-3733
申込・問合せ

　漢字で「鱈」と書くように、冬を代表する魚です。寒さが増す
とおいしくなるタラを今回は具だくさんの汁に加えた、体を芯
から温めてくれる元気の出る汁物を紹介します。

ポイント
・みそと酒粕が両方
なじむまでしっか
り煮ること。

（１人分） 
エネルギー/200ｋcal
タンパク質/21.3ｇ
塩分/1.3ｇ

作　り　方
①水と煮干しでだしをとる。
②タラは小骨があれば取り除き、1切れを半分に切る。
③白菜は一口大に、人参はいちょうに、玉葱はくし切りにする。
④じゃが芋は厚めのいちょう切り、えのき茸は半分の長さに、長葱は小口切りにする。
⑤油揚げは短冊に切り、熱湯をかけて油抜きをする。
⑥酒粕と味噌を①のだし汁少量でといておく。
⑦だし汁にカットした人参・玉葱・じゃが芋を入れ煮る。
⑧次に白菜・えのき茸・油揚げ・タラを入れ、火が通るまで煮る。
⑨具が煮えたら⑥を入れ、味をととのえる。最後に長葱を入れて仕上げる。

生タラ（2切れ） 160ｇ
白菜（2枚） 120ｇ
じゃが芋（中1/2個） 60ｇ
玉葱（中1/4個） 40ｇ
人参 20ｇ
えのき茸 20ｇ
長葱 20ｇ
油揚げ（1/4枚） 6ｇ
味噌 20ｇ
煮干し（頭と内臓を取った物） 10ｇ
水 2.5カップ
酒粕 50ｇ

（酒粕は好みで調節してください）

材料2人分
【タラと酒粕のあったか汁】

【タラ】
今月の食材 1月

南東北裏磐梯診療所からのお知らせ
○問い合わせ

南東北裏磐梯診療所 ☎32-2009

南東北裏磐梯診療所で受けられます。
定期接種の対象者は ●平成 28 年度に以下の年齢になる方。 ●今までこのワクチンを接種したことのない方。
対象となる期間は平成 29 年 3 月 31 日までです。

●この制度は今までこのワクチンを接種したことのない方を対象に、平成 30 年度までの間に 1 人 1 回、定期接種の機会を設けて
います。

●対象となる年度においてのみ定期接種としての公費助成が受けられます。
●北塩原村の方は自己負担なしで受けられます。　　  ＊このワクチンは、すべての肺炎を予防するワクチンではありません。

成人用肺炎球菌ワクチン忘れてませんか？

  1月 在京きたしおばら会設立  　　　首都圏に住む村出身者が活動する「在京きたしおばら会」が設立しました。
  2月 村消防団出初式   　　　暖冬の影響で珍しく雪もない出初式となりました。
  3月 桧原湖ワカサギ釣り   　　　朝早くから釣り客が裏磐梯に集まり、穴釣りを楽しんでいました。
  4月 東京農業大学と包括連携協定を締結 　　　学生に農業実習の場の提供や、特産品開発を目的とした協定を結びました。
  5月 桜峠のオオヤマザクラが満開  　　　平地とは１ヶ月開花がずれる桜峠の桜が満開となりました。
  6月 桧原湖一周ファミリーサイクリング大会 　　　家族で裏磐梯の新緑を感じる１日となりました。
  7月 きたしおばら芸能交流会  　　　日頃の練習の成果を存分に発揮した発表会でした。
  8月 お盆休みに村へ帰省   　　　ふるさとの景色、空気に深深共にリフレッシュした期間を過ごしました。
  9月 平成28年度成人式   　　　昨年の新成人は34人。それぞれの立場で大人の一歩を踏み出しました。
10月 エミューの試験飼育開始  　　　東京農大と連携したエミューの試験飼育が大塩地区で始まりました。
11月 村消防団秋季検閲を実施  　　　今回からラッパ隊が結成され、ラッパ音が鳴り響く中での検閲となりました。
12月 村駅伝チーム、ふくしま駅伝で初の敢闘賞受賞　平成25年の再参加以来史上最高の成績を残し、敢闘賞を受賞しました。

　村民の皆さんの2016年はどんな年だったでしょうか。2016年は全国的にも地震を始めとした自然災害が多く発生しましたが、
同年の漢字「金」に代表されるように、リオデジェネイロ五輪で日本選手団が大躍進し、2020年の東京五輪へ弾みとなった年となり
ました。2017年も皆さんにご協力頂きながら広報紙作りを行っていきますので、皆さんから情報お待ちしております。

今月のみいつけた！～広報表紙で振り返る村の１年間～

昭和 26 年 4 月 2 日生～
昭和 27 年 4 月１日生の方
昭和 21 年 4 月 2 日生～
昭和 22 年 4 月１日生の方
昭和 16 年 4 月 2 日生～
昭和 17 年 4 月１日生の方
昭和 11 年 4 月 2 日生～
昭和 12 年 4 月１日生の方

昭和　6 年 4 月 2 日生～
昭和　7 年 4 月１日生の方
大正 15 年 4 月 2 日生～
昭和　2 年 4 月１日生の方
大正 10 年 4 月 2 日生～
大正 11 年 4 月１日生の方
大正　5 年 4 月 2 日生～
大正　6 年 4 月１日生の方

65歳

70歳

75歳

80歳

85歳

90歳

95歳

100歳
60 歳以上 65 歳未満で、心臓、腎臓、呼吸器の機能又はヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障害を有する方

（インフルエンザの定期接種対象者と同じ）も対象。

～タラの豆知識～
　他の魚類に少ないビタミンＡ・Ｄが豊
富です。ビタミンＡはのどや鼻の粘膜
を守り、風邪を予防してくれます。ビ
タミンＤはカルシウム・リンの吸収力
を高め、骨や歯を丈夫にします。低脂
肪なので消化吸収がよく、高齢者、病
中病後の体力回復にもうってつけです。

ノロウイルスによる感染が流行しています。ご注意を！！

①人からの感染
・患者の便やおう吐物から人の手を介して二次感染
・家庭や施設内などでの飛沫などによる感染など

②食品からの感染
・感染した人が調理などして汚染された食品
・ウイルスの蓄積した、加熱不十分な二枚貝など

　感染から約24 ～ 48時間で吐き気、おう吐、下痢、腹痛、
微熱などの症状が出てきます。通常、１～ 2日以内続いた後に
治癒し、後遺症もありません。ただし、こどもや高齢者などで
は重症化することがあります。

①手洗いをしっかりと！
　特に食事前、トイレの後、調理前後は、石けんでよく洗いましょう。
②人からの感染を防ぐ
　下痢便やおう吐物に大量のノロウイルスが含まれていることがあり
ますので、周囲に広がらないように適切に処理しましょう！

→家庭用の塩素系消毒剤などの利用が有効です。（使用に当たっ
ては「使用上の注意」を確認してください。）

③食品からの感染を防ぐ
・加熱して食べる食材は中心部までしっかり火を通しましょう！
→食材の中心部が８５℃～９０℃で90秒以上の加熱が必要とさ

れています。
・調理器具や調理台は「消毒」して、いつも清潔に！
→加熱消毒や塩素系消毒剤の利用が有効です。

ノロウイルスによる感染性胃腸炎・食中毒が全国的に流行しています。家庭や地域において感染予防を徹底しましょう！
感　染　経　路 予　防　対　策

症　　　　　状
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村の情報案内板

　村長とお話しませんか。
下記の日程で村長室を開放
しますので、お気軽にお越
しください。

村長室へようこそ！

１月16日（月）
9：00～12：00
●問合せ
　企画室　☎23─3112

大
塩

　穴
沢

　エ
ミ
子

枯
葉
散
る

　野
畑
に
通
え
る

　し
あ
わ
せ
を

　娘
に
つ
た
い
た
く

　野
菜
送
り

桧
原

　佐
藤

　文
世

忘
年
会

　楽
し
い
時
間
は

　人
生
峠

　時
計
止
め
た
い

　顔
見
合
わ
せ
て

大
塩

　鈴
木

　タ
ケ
子

下
る
ほ
ど

　色
も
姿
も

　変
え
て
行
く

　も
み
じ
浮
か
べ
て

　阿
賀
野
川

大
塩

　赤
城

　セ
イ
子

た
ぐ
る
よ
う

　母
の
思
い
出

　語
る
時

　姉
妹
二
人
は

　声
ひ
く
く
な
り

大
塩

　鈴
木

　み
ち
子

名
が
消
え
し

　学
の
庭
で

　七
色
に

　イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　光
り
輝
く

下
川
前

　赤
城

　弘
美

ま
だ
蕾

　雪
囲
い
待
つ

　冬
薔
薇

　切
り
て
ガ
ラ
ス
の

　小
瓶
に
差
せ
り

大
塩

　高
橋

　み
す
江

雪
や
な
ぎ

　葉
赤
く
染
め

　鮮
や
か
に

　白
銀
の
時

　待
ち
て
た
た
ず
む

大
塩

　高
橋

　郁
子

老
の
影

　ひ
そ
か
に
せ
ま
る

　年
の
暮

　吹
雪
も
く
る
か

　晴
を
待
つ
身

桧
原

　佐
々
木

　キ
ミ
子

子
や
孫
の

　幸
せ
満
ち
た

　結
婚
に

　三
夫
婦
揃
っ
て

　記
念
の
日
な
る

上
川
前

　大
竹

　英
子

年
の
瀬
も

　迫
り
行
日
々

　良
し
悪
し
も

　日
記
帳
め
ぐ
り

　今
年
を
送
る

北
山

　武
藤

　敏
子

三
観
音

　今
年
も
参
り
て

　一
安
堵

　温
泉
宿
の

　温
も
り
に
酔
う

北
山

　佐
藤

　裕
子

一
日
が

　駆
け
足
で
過
ぎ

　ま
た
明
日
が

　あ
れ
も
こ
れ
も
と

　思
う
間
も
無
く

大
塩

　五
十
嵐

　良
子

外
は
雨

　一
人
炬
燵
で

　短
歌
を
書
く

　ひ
さ
し
を
叩
く

　雨
音
寒
し

桧
原

　穴
沢

　泰
子

霧
の
朝

　落
葉
掃
き
寄
せ

　手
を
さ
す
り

　西
の
空
に
は

　銀
色
の
月

大
塩

　渡
部

　新
一

真
白
な
る

　初
霜
降
り
て

　指
か
じ
か

　友
は
大
根

　摘
み
し
か
思
う

固
定
資
産
税
 

４
期
分

国
民
健
康
保
険
税
 ６

期
分

介
護
保
険
料
 

６
期
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

 

６
期
分

住
宅
使
用
料
 

１
月
分

上
下
水
道
使
用
料
 12

月
分

国
民
年
金
 

12
月
分

　
今
月
は
、次
の
会
場
で
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　　
１
月
25
日（
水
）　
午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分
　
桧
原
出
張
所（
桧
原
）

　
☎
34
―
2
0
0
4
　
行
政
相
談
委
員
　
髙
橋
　
光
秋

　　
行
政
相
談
で
は
、国
・
県
・
市
町
村
・
特
殊
法
人
な
ど
の
仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、要
望
を

受
け
付
け
、解
決
の
お
手
伝
い
し
ま
す
。

戸　籍　の　窓　口
平成２9年１月１日現在　　※（　）は前月比

今
月
の
納
税
な
ど

今
月
の
行
政
相
談

村
税
等
の
納
入
は
、

簡
単・便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
！！

　
平
成
29
年
度
の
村
内
幼
稚
園
入

園
希
望
者
を
下
記
に
よ
り
募
集
し

ま
す
の
で
、入
園
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、通
園
区
域
の
幼
稚
園
で
申
込
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
各
幼
稚
園
に
申
込
用
紙
が
備
え
て

あ
り
ま
す
。）

●
園
児
の
通
園
区
域

 

【
さ
く
ら
幼
稚
園
】

　
・
大
字
関
屋

　
・
大
字
北
山

　
・
大
字
下
吉

　
・
大
字
大
塩

 

【
裏
磐
梯
幼
稚
園
】

　
・
大
字
桧
原

●
入
園
対
象
児

　
・
3
歳
児

　
　
　
平
成
25
年
4
月
2
日
〜

　
　
　
平
成
26
年
4
月
1
日
生

　
・
4
歳
児

　
　
　
平
成
24
年
4
月
2
日
〜

　
　
　
平
成
25
年
4
月
1
日
生

　
・
5
歳
児

　
　
　
平
成
23
年
4
月
2
日
〜

　
　
　
平
成
24
年
4
月
1
日
生

●
提
出
先

　
・
各
幼
稚
園

●
提
出
期
限

　
・
平
成
29
年
1
月
31
日
（
火
）

●
問
合
せ

　
・
さ
く
ら
幼
稚
園

　
　
☎
２2
ー
3
0
2
2

　
・
裏
磐
梯
幼
稚
園

　
　
☎
32
ー
2
6
0
8

●
日
時

　
平
成
２9
年
２
月
７
日（
火
）

　
13
：
30
〜
16
：
00

コ
ー
ナ
ー
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

•
e
-T
a
x・作
成
コ
ー
ナ
ー
ヘ
ル
プ

デ
ス
ク（
0
5
7
0
）01
ー
5
9
0
1

（
全
国一律
市
内
通
話
料
金
）

●
連
絡
先

　
喜
多
方
税
務
署
　
総
務
課

　
☎
２4
ー
5
0
5
0（
代
表
）

●
提
出
に
つ
い
て

　
平
成
28
年
中（
１
月
〜
12
月
）に
あ

な
た
の
事
業
所
で
給
与
等
の
支
払
い
を

し
た
方
が
、平
成
29
年
１
月
１
日
現
在
、

当
村
に
住
所
の
あ
る
方
に
つ
い
て
は
、

当
村
税
務
課
に
、そ
れ
以
外
の
市
町
村

に
住
所
の
あ
る
方
に
つ
い
て
は
当
該
市

町
村
に「
給
与
支
払
報
告
書
」を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　「
給
与
支
払
報
告
書
」は
、パ
ー
ト
、

臨
時
、退
職
者
、ア
ル
バ
イ
ト
等
の
方
に

つ
い
て
も
作
成
し
、提
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

●
場
所

　
J
A
会
津
よ
つ
ば
農
業
会
館

　（
旧
会
津
い
い
で
）

●
内
　
容

　「
働
き
方
、休
み
方
の
改
善
」

　「
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
」等

●
参
加
料

　
無
料（
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
）

●
説
明
者

　
喜
多
方
労
働
基
準
監
督
署
の
担
当
者

●
問
合
せ

　
一般
社
団
法
人

　
　
喜
多
方
労
働
基
準
協
会

　
☎
２2
ー
4
1
4
6

　
近
時
、不
動
産
に
つ
い
て
相
続
登
記

が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、共
有
者
が
多
数
に
の
ぼ
り
、そ

の
実
態
の
把
握
が
困
難
と
な
る
な
ど
、

い
わ
ゆ
る
所
有
者
不
明
の
土
地
や
建
物

（
空
家
等
含
む
。）が
増
加
し
て
お
り
、

そ
の
こ
と
が
災
害
復
興
や
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
の
公
共
事
業
を
阻
害
し
て
い
る

と
い
う
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
法
務
局
で
は
、相
続
登
記
の
必
要
性・

重
要
性
を
広
く
国
民
の
皆
様
に
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に「
公
開
講
座
」を
開

設
し
ま
す
。

●
日
時

　
平
成
２9
年
1
月
２6
日（
木
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

●
場
所

　
会
津
若
松
市
追
手
町
6
ー
11

　
　
会
津
若
松
合
同
庁
舎

　
　
３
階
共
同
会
議
室

●
備
考

　
事
前
予
約
要

　
☎（
０
２
４
２
）２7
ー
1
4
9
8

　
先
着
20
名
限
定

※
駐
車
場
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
願
い

ま
す
。

　「
給
与
支
払
報
告
書
」の
提
出
が
な

い
場
合
、支
払
い
を
受
け
た
方
の
確
定

申
告
・
住
民
税
申
告
の
受
付
が
不
十
分

と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
や
諸
証
明
が
発

行
で
き
な
い
等
、一
部
の
住
民
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
提
出
期
限

　
平
成
29
年
１
月
31
日（
火
）

※
整
理
の
都
合
上
１
月
20
日（
金
）頃

ま
で
、お
早
め
に
提
出
さ
れ
ま
す
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
注
意
事
項

　
平
成
29
年
度（
平
成
28
年
分
）よ
り

マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）・
法
人
番

号
の
記
載
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
様
式
は
、従
来
の
Ａ
６
か
ら
Ａ
５
サ

イ
ズ
に
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
個
人
事
業
主
様
は
、個
人
事
業
主
様

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、ま
た
は
、通

知
カ
ー
ド
と
本
人
確
認
で
き
る
書
類

等
の
写
し
を
添
付
と
な
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
合
せ

　
税
務
課
　
☎
２3
ー
３
１
１
４

１
　
確
定
申
告
書
等
へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
の
記
載
と
本
人
確
認
に
つ
い
て

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
に
伴
い
、

税
務
署
等
へ
提
出
い
た
だ
く
申
告
書
・

法
定
調
書
等
に
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー・
法
人

番
号
の
記
載
が
必
要
と
な
り
ま
す
。ま

た
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
し
た
申
告

書
等
を
提
出
す
る
際
は
、本
人
確
認
書

類（
番
号
確
認
書
類
及
び
身
元
確
認
書

類
）の
提
示
又
は
写
し
の
添
付
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

●
最
新
情
報
や
問
合
せ

•
内
閣
官
房
「
社
会
保
障
・
税
番
号
制

度
」ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

•
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
（
0
1
2
0
）
ー
95
ー
0
1
7
8

（
無
料
）

•
国
税
に
関
す
る
社
会
保
障
・
税
番

号
制
度
の
詳
し
い
情
報
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（w

w
w

.nta.go.jp

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

２
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
e
ー
T
a
x

　
　（
国
税
電
子
申
告・納
税
シ
ス
テ
ム
）

 
e
-T
a
x
を
利
用
す
れ
ば
、税
務
署

に
出
向
く
こ
と
な
く
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
て
確
定
申
告
書
等
を
作

成・提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
e
-T
a
x
を
ご
利
用
い
た
だ
く
に

は
、事
前
準
備
が
必
要
で
す
。

⑴
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得

⑵
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
用
意

⑶
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」へ

①
e
-T
a
x
の
開
始
届
出
書
を
提

出
し
、利
用
者
識
別
番
号
を
取
得

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
電
子
証

明
書
を
e
-T
a
x
に
登
録

③
申
告
書
等
デ
ー
タ
を
作
成
、送
信

•
詳
し
く
は
、「
確
定
申
告
書
等
作
成

髙　橋　菜　緒（ 女  ・　力　）大塩上区

お誕生おめでとう！
な　　　お

●人　口　　男…… １，４72人

　　　　　　女…… １，４41人

　　　　　　計……２，913人（前月比 ＋17）

●世帯数……………１，０92戸（前月比 ＋15）

●転　入…　23人　●転　出…　  5人

●出　生…　  1人　●死　亡…　  2人

田　中　　　勝（　繁　・  弟 ）金　　山

小　川　　　力（達　哉・祖父）　　樟

お悔やみ申し上げます

 １月 １５日 （日） 手代木医院 …………………………☎22-0034

 １月 ２２日 （日） 鳴瀬病院 ……………………………☎24-3333

 １月 ２９日 （日） 福田耳鼻咽喉科醫院 ………………☎24-4187

 ２月 ５日 （日） 藤井医院 ……………………………☎23-0023

休日当番医

第二次救急当番医

 １月 １５日 （日） 会津医療センター …………☎（0242）75-2100

 １月 ２２日 （日） 佐原病院 ……………………………☎22-5321

 １月 ２９日 （日） 有隣病院 ……………………………☎24-5021

 ２月 ５日 （日） 佐原病院 ……………………………☎22-5321

　エミューが上川
前集落にある北
塩原村・東京農業
大学共同エミュー
試 験 飼 育 場 へ
引っ越しました。
　現在、生後７～
８ヶ月になり、生育

は順調です。体長は１３０～１４０cmほどになり
元気に走り回っています。
　平成２８年１０月号の村広報において「くず米」
の無償提供をお願いしたところ、多くの方からご
提供をいただきました。本当にありがとうござい
ます。
　エミューは日々成長していきますので、今後も

「くず米」の提供が可能な方がいらっしゃいまし
たらよろしくお願いします。
　また、ワラも多く必要となりますので提供可能
な方はよろしくお願いします。
　皆様と一緒にエミューを育てていきたいと考
えていますので、ご協力いただける方は農林課ま
でご連絡お願いします。

エミューが引っ越しました！

〜
県
内
路
線
バ
ス
運
賃
の

　
　
割
引
に
つ
い
て
〜

　
身
体
障
害
者
手
帳
、療

育
手
帳
及
び
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持

ち
の
方
は
、手
帳
に
記
載

し
て
あ
る
種
類
に
よ
り
対

象
と
な
る
範
囲
や
内
容
が
異
な
り
ま

す
が
、運
賃
が
半
額
と
な
り
ま
す
。

●
利
用
方
法

　
運
賃
を
支
払
う
際
に
、お
持
ち
の
手

帳
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。割
引
の
可

否
や
割
引
率
は
、直
接
各
バ
ス
会
社
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
磐
梯
東
都
バ
ス

　
☎（
０
２
４
２
）72
ー
０
５
１
１

＊
会
津
バ
ス

　
☎（
０
２
４
２
）２2
ー
５
５
６
０

お
知
ら
せ
・
募
集

税

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
へ

お
知
ら
せ
で
す
！

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

「
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
は
お
済
で
す
か
？
」

「
提
出
前
に
様
式
及
び
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
」

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
29
年
度

入
園
児
募
集
の
お
知
ら
せ

労
務
管
理
研
修
会
を
開
催
し
ま
す

相
続
登
記
促
進
に
係
る

「
公
開
講
座
」開
催
に
つ
い
て

福
祉

そ
う
びそ

う
び

ほ
と
と
ぎ
す

う
た

務
め
終
へ
誇
ら
し
け
な
り
冬
薔
薇

幾
度
も
昔
を
語
る
忘
年
会

元
旦
や
日
々
新
た
な
る
佳
き
日
あ
り

大
事
に
さ
れ
て
杜
鵑
草
草
一
茎
摘
む

山
の
宿
風
花
の
舞
ふ
食
事
会

沢
庵
を
漬
け
て
一
年
し
め
く
く
り

中
川

　幸
恵

内
海

　怜
子

遠
藤

　聖
一
郎

鈴
木

　隆
一
郎

佐
藤

　信
子

武
藤

　敏
子



13　広報きたしおばら　2017.１ 2017.１　広報きたしおばら　12

村の情報案内板

　村長とお話しませんか。
下記の日程で村長室を開放
しますので、お気軽にお越
しください。

村長室へようこそ！

１月16日（月）
9：00～12：00
●問合せ
　企画室　☎23─3112

大
塩

　穴
沢

　エ
ミ
子

枯
葉
散
る

　野
畑
に
通
え
る

　し
あ
わ
せ
を

　娘
に
つ
た
い
た
く

　野
菜
送
り

桧
原

　佐
藤

　文
世

忘
年
会

　楽
し
い
時
間
は

　人
生
峠

　時
計
止
め
た
い

　顔
見
合
わ
せ
て

大
塩

　鈴
木

　タ
ケ
子

下
る
ほ
ど

　色
も
姿
も

　変
え
て
行
く

　も
み
じ
浮
か
べ
て

　阿
賀
野
川

大
塩

　赤
城

　セ
イ
子

た
ぐ
る
よ
う

　母
の
思
い
出

　語
る
時

　姉
妹
二
人
は

　声
ひ
く
く
な
り

大
塩

　鈴
木

　み
ち
子

名
が
消
え
し

　学
の
庭
で

　七
色
に

　イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　光
り
輝
く

下
川
前

　赤
城

　弘
美

ま
だ
蕾

　雪
囲
い
待
つ

　冬
薔
薇

　切
り
て
ガ
ラ
ス
の

　小
瓶
に
差
せ
り

大
塩

　高
橋

　み
す
江

雪
や
な
ぎ

　葉
赤
く
染
め

　鮮
や
か
に

　白
銀
の
時

　待
ち
て
た
た
ず
む

大
塩

　高
橋

　郁
子

老
の
影

　ひ
そ
か
に
せ
ま
る

　年
の
暮

　吹
雪
も
く
る
か

　晴
を
待
つ
身

桧
原

　佐
々
木

　キ
ミ
子

子
や
孫
の

　幸
せ
満
ち
た

　結
婚
に

　三
夫
婦
揃
っ
て

　記
念
の
日
な
る

上
川
前

　大
竹

　英
子

年
の
瀬
も

　迫
り
行
日
々

　良
し
悪
し
も

　日
記
帳
め
ぐ
り

　今
年
を
送
る

北
山

　武
藤

　敏
子

三
観
音

　今
年
も
参
り
て

　一
安
堵

　温
泉
宿
の

　温
も
り
に
酔
う

北
山

　佐
藤

　裕
子

一
日
が

　駆
け
足
で
過
ぎ

　ま
た
明
日
が

　あ
れ
も
こ
れ
も
と

　思
う
間
も
無
く

大
塩

　五
十
嵐

　良
子

外
は
雨

　一
人
炬
燵
で

　短
歌
を
書
く

　ひ
さ
し
を
叩
く

　雨
音
寒
し

桧
原

　穴
沢

　泰
子

霧
の
朝

　落
葉
掃
き
寄
せ

　手
を
さ
す
り

　西
の
空
に
は

　銀
色
の
月

大
塩

　渡
部

　新
一

真
白
な
る

　初
霜
降
り
て

　指
か
じ
か

　友
は
大
根

　摘
み
し
か
思
う

固
定
資
産
税
 

４
期
分

国
民
健
康
保
険
税
 ６

期
分

介
護
保
険
料
 

６
期
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

 

６
期
分

住
宅
使
用
料
 

１
月
分

上
下
水
道
使
用
料
 12

月
分

国
民
年
金
 

12
月
分

　
今
月
は
、次
の
会
場
で
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　　
１
月
25
日（
水
）　
午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分
　
桧
原
出
張
所（
桧
原
）

　
☎
34
―
2
0
0
4
　
行
政
相
談
委
員
　
髙
橋
　
光
秋

　　
行
政
相
談
で
は
、国
・
県
・
市
町
村
・
特
殊
法
人
な
ど
の
仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、要
望
を

受
け
付
け
、解
決
の
お
手
伝
い
し
ま
す
。

戸　籍　の　窓　口
平成２9年１月１日現在　　※（　）は前月比

今
月
の
納
税
な
ど

今
月
の
行
政
相
談

村
税
等
の
納
入
は
、

簡
単・便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
！！

　
平
成
29
年
度
の
村
内
幼
稚
園
入

園
希
望
者
を
下
記
に
よ
り
募
集
し

ま
す
の
で
、入
園
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、通
園
区
域
の
幼
稚
園
で
申
込
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
各
幼
稚
園
に
申
込
用
紙
が
備
え
て

あ
り
ま
す
。）

●
園
児
の
通
園
区
域

 

【
さ
く
ら
幼
稚
園
】

　
・
大
字
関
屋

　
・
大
字
北
山

　
・
大
字
下
吉

　
・
大
字
大
塩

 

【
裏
磐
梯
幼
稚
園
】

　
・
大
字
桧
原

●
入
園
対
象
児

　
・
3
歳
児

　
　
　
平
成
25
年
4
月
2
日
〜

　
　
　
平
成
26
年
4
月
1
日
生

　
・
4
歳
児

　
　
　
平
成
24
年
4
月
2
日
〜

　
　
　
平
成
25
年
4
月
1
日
生

　
・
5
歳
児

　
　
　
平
成
23
年
4
月
2
日
〜

　
　
　
平
成
24
年
4
月
1
日
生

●
提
出
先

　
・
各
幼
稚
園

●
提
出
期
限

　
・
平
成
29
年
1
月
31
日
（
火
）

●
問
合
せ

　
・
さ
く
ら
幼
稚
園

　
　
☎
２2
ー
3
0
2
2

　
・
裏
磐
梯
幼
稚
園

　
　
☎
32
ー
2
6
0
8

●
日
時

　
平
成
２9
年
２
月
７
日（
火
）

　
13
：
30
〜
16
：
00

コ
ー
ナ
ー
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

•
e
-T
a
x・作
成
コ
ー
ナ
ー
ヘ
ル
プ

デ
ス
ク（
0
5
7
0
）01
ー
5
9
0
1

（
全
国一律
市
内
通
話
料
金
）

●
連
絡
先

　
喜
多
方
税
務
署
　
総
務
課

　
☎
２4
ー
5
0
5
0（
代
表
）

●
提
出
に
つ
い
て

　
平
成
28
年
中（
１
月
〜
12
月
）に
あ

な
た
の
事
業
所
で
給
与
等
の
支
払
い
を

し
た
方
が
、平
成
29
年
１
月
１
日
現
在
、

当
村
に
住
所
の
あ
る
方
に
つ
い
て
は
、

当
村
税
務
課
に
、そ
れ
以
外
の
市
町
村

に
住
所
の
あ
る
方
に
つ
い
て
は
当
該
市

町
村
に「
給
与
支
払
報
告
書
」を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　「
給
与
支
払
報
告
書
」は
、パ
ー
ト
、

臨
時
、退
職
者
、ア
ル
バ
イ
ト
等
の
方
に

つ
い
て
も
作
成
し
、提
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

●
場
所

　
J
A
会
津
よ
つ
ば
農
業
会
館

　（
旧
会
津
い
い
で
）

●
内
　
容

　「
働
き
方
、休
み
方
の
改
善
」

　「
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
」等

●
参
加
料

　
無
料（
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
）

●
説
明
者

　
喜
多
方
労
働
基
準
監
督
署
の
担
当
者

●
問
合
せ

　
一般
社
団
法
人

　
　
喜
多
方
労
働
基
準
協
会

　
☎
２2
ー
4
1
4
6

　
近
時
、不
動
産
に
つ
い
て
相
続
登
記

が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、共
有
者
が
多
数
に
の
ぼ
り
、そ

の
実
態
の
把
握
が
困
難
と
な
る
な
ど
、

い
わ
ゆ
る
所
有
者
不
明
の
土
地
や
建
物

（
空
家
等
含
む
。）が
増
加
し
て
お
り
、

そ
の
こ
と
が
災
害
復
興
や
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
の
公
共
事
業
を
阻
害
し
て
い
る

と
い
う
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
法
務
局
で
は
、相
続
登
記
の
必
要
性・

重
要
性
を
広
く
国
民
の
皆
様
に
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に「
公
開
講
座
」を
開

設
し
ま
す
。

●
日
時

　
平
成
２9
年
1
月
２6
日（
木
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

●
場
所

　
会
津
若
松
市
追
手
町
6
ー
11

　
　
会
津
若
松
合
同
庁
舎

　
　
３
階
共
同
会
議
室

●
備
考

　
事
前
予
約
要

　
☎（
０
２
４
２
）２7
ー
1
4
9
8

　
先
着
20
名
限
定

※
駐
車
場
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
願
い

ま
す
。

　「
給
与
支
払
報
告
書
」の
提
出
が
な

い
場
合
、支
払
い
を
受
け
た
方
の
確
定

申
告
・
住
民
税
申
告
の
受
付
が
不
十
分

と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
や
諸
証
明
が
発

行
で
き
な
い
等
、一
部
の
住
民
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
提
出
期
限

　
平
成
29
年
１
月
31
日（
火
）

※
整
理
の
都
合
上
１
月
20
日（
金
）頃

ま
で
、お
早
め
に
提
出
さ
れ
ま
す
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
注
意
事
項

　
平
成
29
年
度（
平
成
28
年
分
）よ
り

マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）・
法
人
番

号
の
記
載
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
様
式
は
、従
来
の
Ａ
６
か
ら
Ａ
５
サ

イ
ズ
に
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
個
人
事
業
主
様
は
、個
人
事
業
主
様

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、ま
た
は
、通

知
カ
ー
ド
と
本
人
確
認
で
き
る
書
類

等
の
写
し
を
添
付
と
な
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
合
せ

　
税
務
課
　
☎
２3
ー
３
１
１
４

１
　
確
定
申
告
書
等
へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
の
記
載
と
本
人
確
認
に
つ
い
て

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
に
伴
い
、

税
務
署
等
へ
提
出
い
た
だ
く
申
告
書
・

法
定
調
書
等
に
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー・
法
人

番
号
の
記
載
が
必
要
と
な
り
ま
す
。ま

た
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
し
た
申
告

書
等
を
提
出
す
る
際
は
、本
人
確
認
書

類（
番
号
確
認
書
類
及
び
身
元
確
認
書

類
）の
提
示
又
は
写
し
の
添
付
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

●
最
新
情
報
や
問
合
せ

•
内
閣
官
房
「
社
会
保
障
・
税
番
号
制

度
」ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

•
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
（
0
1
2
0
）
ー
95
ー
0
1
7
8

（
無
料
）

•
国
税
に
関
す
る
社
会
保
障
・
税
番

号
制
度
の
詳
し
い
情
報
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（w

w
w

.nta.go.jp

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

２
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
e
ー
T
a
x

　
　（
国
税
電
子
申
告・納
税
シ
ス
テ
ム
）

 

e
-T
a
x
を
利
用
す
れ
ば
、税
務
署

に
出
向
く
こ
と
な
く
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
て
確
定
申
告
書
等
を
作

成・提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
e
-T
a
x
を
ご
利
用
い
た
だ
く
に

は
、事
前
準
備
が
必
要
で
す
。

⑴
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得

⑵
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
用
意

⑶
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」へ

①
e
-T
a
x
の
開
始
届
出
書
を
提

出
し
、利
用
者
識
別
番
号
を
取
得

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
電
子
証

明
書
を
e
-T
a
x
に
登
録

③
申
告
書
等
デ
ー
タ
を
作
成
、送
信

•
詳
し
く
は
、「
確
定
申
告
書
等
作
成

髙　橋　菜　緒（ 女  ・　力　）大塩上区

お誕生おめでとう！
な　　　お

●人　口　　男…… １，４72人

　　　　　　女…… １，４41人

　　　　　　計……２，913人（前月比 ＋17）

●世帯数……………１，０92戸（前月比 ＋15）

●転　入…　23人　●転　出…　  5人

●出　生…　  1人　●死　亡…　  2人

田　中　　　勝（　繁　・  弟 ）金　　山

小　川　　　力（達　哉・祖父）　　樟

お悔やみ申し上げます

 １月 １５日 （日） 手代木医院 …………………………☎22-0034

 １月 ２２日 （日） 鳴瀬病院 ……………………………☎24-3333

 １月 ２９日 （日） 福田耳鼻咽喉科醫院 ………………☎24-4187

 ２月 ５日 （日） 藤井医院 ……………………………☎23-0023

休日当番医

第二次救急当番医

 １月 １５日 （日） 会津医療センター …………☎（0242）75-2100

 １月 ２２日 （日） 佐原病院 ……………………………☎22-5321

 １月 ２９日 （日） 有隣病院 ……………………………☎24-5021

 ２月 ５日 （日） 佐原病院 ……………………………☎22-5321

　エミューが上川
前集落にある北
塩原村・東京農業
大学共同エミュー
試 験 飼 育 場 へ
引っ越しました。
　現在、生後７～
８ヶ月になり、生育

は順調です。体長は１３０～１４０cmほどになり
元気に走り回っています。
　平成２８年１０月号の村広報において「くず米」
の無償提供をお願いしたところ、多くの方からご
提供をいただきました。本当にありがとうござい
ます。
　エミューは日々成長していきますので、今後も

「くず米」の提供が可能な方がいらっしゃいまし
たらよろしくお願いします。
　また、ワラも多く必要となりますので提供可能
な方はよろしくお願いします。
　皆様と一緒にエミューを育てていきたいと考
えていますので、ご協力いただける方は農林課ま
でご連絡お願いします。

エミューが引っ越しました！

〜
県
内
路
線
バ
ス
運
賃
の

　
　
割
引
に
つ
い
て
〜

　
身
体
障
害
者
手
帳
、療

育
手
帳
及
び
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持

ち
の
方
は
、手
帳
に
記
載

し
て
あ
る
種
類
に
よ
り
対

象
と
な
る
範
囲
や
内
容
が
異
な
り
ま

す
が
、運
賃
が
半
額
と
な
り
ま
す
。

●
利
用
方
法

　
運
賃
を
支
払
う
際
に
、お
持
ち
の
手

帳
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。割
引
の
可

否
や
割
引
率
は
、直
接
各
バ
ス
会
社
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
磐
梯
東
都
バ
ス

　
☎（
０
２
４
２
）72
ー
０
５
１
１

＊
会
津
バ
ス

　
☎（
０
２
４
２
）２2
ー
５
５
６
０

お
知
ら
せ
・
募
集

税

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
へ

お
知
ら
せ
で
す
！

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

「
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
は
お
済
で
す
か
？
」

「
提
出
前
に
様
式
及
び
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
」

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
29
年
度

入
園
児
募
集
の
お
知
ら
せ

労
務
管
理
研
修
会
を
開
催
し
ま
す

相
続
登
記
促
進
に
係
る

「
公
開
講
座
」開
催
に
つ
い
て

福
祉

そ
う
びそ

う
び

ほ
と
と
ぎ
す

う
た

務
め
終
へ
誇
ら
し
け
な
り
冬
薔
薇

幾
度
も
昔
を
語
る
忘
年
会

元
旦
や
日
々
新
た
な
る
佳
き
日
あ
り

大
事
に
さ
れ
て
杜
鵑
草
草
一
茎
摘
む

山
の
宿
風
花
の
舞
ふ
食
事
会

沢
庵
を
漬
け
て
一
年
し
め
く
く
り

中
川

　幸
恵

内
海

　怜
子

遠
藤

　聖
一
郎

鈴
木

　隆
一
郎

佐
藤

　信
子

武
藤

　敏
子

区　　分 割引範囲

第
１
種

身体障害者
手帳
療育手帳

本人及び介護者
１名が半額割引

第
２
種

身体障害者
手帳
療育手帳

本人のみが半額
割引

精神障害者
保健福祉手帳

等級に関係なく
本人及び介護者
も半額割引
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～大塩川下流～
　大塩川は下流では、塩川町で日橋川と合流します。今回は、北塩原村内での下流
域である北山付近を紹介します。
　北山付近は広大な田んぼが広がる地域です。大塩川の水はこの田んぼにも利用
され、恵みを与えてくれています。水の取り入れ口が所々にあり、大切に利用されて
います。この辺りの大塩川は、護岸工事が進められ両脇はコンクリートの護岸になっ
ていますが、川原にはヨシが生い茂り自然豊かな状態になっています。写真の大塩川
が北塩原村の最下流付近です。関屋橋には「遺跡姫籠渕」の案内がありましたが、残
念ながら見つけることはできませんでした。
　しかしながら、この日は飯豊山が真っ白に雪化粧をした堂々たる姿を望むことがで
きました。田んぼの向こうの飯豊山も大塩川と同じく水を恵んでくれる山です。北山
には、会津五薬師の一つである漆薬師があります。車で行くと左側にお寺の建物が
見えてくるのですぐにわかりますが、ここは「里薬師」というところで、この奥に「峯の
薬師」といわれる奥の院があります。うっそうとした杉林の中を登って行くと本堂があり、柱には立派な彫刻が彫られ
ています。冬至の朝にはこの奥の院に朝日が当たると言われていて、数人の足跡が付いていました。
　大塩川から飯豊山を拝み、お薬師様を拝みに行ってみては如何でしょうか？

　季節が冬になり、ウィンタースポーツまっさかりです。なかでもスキーは欠かせませんが、裏磐梯にいくつか
あるスキー場のなかで裏磐梯スキー場は、「磐梯山がつくった」と言ったら驚きませんか？1988（明治21）
年に磐梯山が噴火した際に、当時あった小磐梯が崩れて流れ落ちました。そうです！NHKブラタモリ「磐梯
山」でも紹介していた「岩なだれ」という現象です。この岩なだれが流れ下った跡をアバランシェ・バレー（箱
状浸食谷）と呼び、現在の裏磐梯スキー場の元の地形です。簡単に
言うと磐梯山が、天然のブルドーザーを使って自らスキー場を作っ
てくれたというわけです。磐梯山ジオパークでは、裏磐梯スキー場リ
フト終点近くに案内板を設置しています。ここから地形を眺めるだけ
でなく、さらに銅沼を経由して冬の風物詩「イエローフォール」までス
ノーシュートレッキングを楽しむのはいかがでしょう。スキー場営業
日には、リフトを使って往復できます。またガイド付きのジオツアーが
スキー場やガイド団体で企画されています。こちらを利用すると安心
して気軽に楽しむことができます。

磐梯山がスキー場をつくった！
～ブラタモリ「磐梯山」でも紹介したかった冬の姿～

村内最下流付近

田んぼと飯豊山

リフト終点から眺める
裏磐梯高原と凍結した桧原湖

銅沼のジオパーク案内板と
奥に見える雪原は銅沼

厳冬期に多くの人を魅了する
イエローフォール

リフト終点近くの磐梯山と
岩なだれのジオパーク案内板（秋）


